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「
宇
多
津
コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ
」

グ ル ー プ  紹 介元 気 な な か ま

あ
と
が
き

うたづ議会だよりうたづ議会だより
2015

8.１
香川県宇多津町

第56号 　
「
宇
多
津
コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ
」

は
、
昭
和
56
年
宇
多
津
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
結
成
さ
れ
、

翌
年
、
女
声
合
唱
団
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
団
名
の
「
コ
ー
ロ
・

フ
ィ
オ
ー
レ
」
と
は
「
花
の
コ
ー
ラ

ス
」
と
い
う
意
味
で
す
。
以
来
私
た

ち
は
、
「
花
が
花
び
ら
１
枚
１
枚
で

で
き
て
い
る
よ
う
に
、
団
員
一
人
一

人
の
歌
声
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
っ
て

一
つ
の
花
に
な
る
よ
う
に
」
と
い
う

思
い
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
６
月
に
開
催
さ
れ
る
「
お

か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
県
大
会
」
に
出

場
し
、
４
年
に
１
度
の
チ
ャ
ン
ス
を

頂
け
る
全
国
大
会
に
も
７
回
出
場
で

き
、
一
昨
年
は
新
生
大
阪
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
で
歌
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
「
宇
多
津
町
制

100
周
年
記
念
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
開
館
記

念
」
「
宇
多
津
町
制
110
周
年
　
ユ
ー

プ
ラ
ザ
開
館
10
周
年
記
念
」
の
コ
ン

サ
ー
ト
や「
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
企
画
・
出
演
す
る
な
ど
、
町
民
の

皆
様
の
温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
昨
夏
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

ユ
ー
プ
ラ
ザ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
「
夕
涼
み
コ
ン
サ

　
６
月
13
日
に
自
治
会
連
合
会
主
催
の
防
災
訓

練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
町
内
の
小

中
学
校
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
宇
多
津
北
小
学
校
に
19
自
治
会
約
300
人

が
集
ま
り
、
丸
亀
市
川
西
自
主
防
災
会
を
は
じ

め
、
自
衛
隊
、
香
川
県
赤
十
字
、
防
災
士
会
、

坂
出
消
防
署
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
協
力

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
校
庭
で
は
消
火
訓
練
、
車
い
す
で
の
避
難
訓

練
、
ま
た
体
育
館
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
肺
蘇
生
訓

練
、
毛
布
に
よ
る
担
架
作
成
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や

レ
ジ
袋
を
使
っ
た
応
急
処
置
な
ど
を
体
験
し
ま

し
た
。
帰
り
に
は
、
婦
人
会
に
よ
る
非
常
食
の

カ
レ
ー
ピ
ラ
フ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
議
会
も
作

業
服
を
着
用
し
、
体
験
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　
消
火
訓
練
に
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
消
火
器

が
重
か
っ
た
」
と
感
想
を
も
ら
し
、
女
性
参
加

者
は
「
中
々
、
的
に
当
た
ら
な
か
っ
た
。
実
際

の
火
事
で
は
ち
ゃ
ん
と
消
火
を
し
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
理

事
長
さ
ん
は
「
職

場
で
も
こ
の
よ
う

な
訓
練
は
あ
る
が
、

今
日
の
訓
練
は
非

常
に
レ
ベ
ル
が

高
い
。
も
っ
と

多
く
の
人
に
参

加
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」

と
仰
っ
て
い
ま

し
た
。

ー
ト
」
は
お
客
様
と
の
距
離
も
近
く
、

と
て
も
好
評
を
得
た
の
で
、
今
年
も

９
月
26
日
に
「
秋
風
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。
私
た
ち
を
ご
指
導

く
だ
さ
る
渡
辺
先
生
が
指
揮
を
と
ら

れ
る
「
コ
ー
ル・メ
イ
」
の
「
20
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
き
っ
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
♪

練
習
は
毎
週
火
曜
日
、
午
後
７
時
〜

９
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
で
行
な

っ
て
い
ま
す
。
心
を
一
つ
に
し
て
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
和
気
あ
い
あ

い
と
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
練
習

で
す
。
初
心
者
、
経
験
者
ど
な
た
で

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
防
災
の
日
が
制
定

さ
れ
た
由
来
を
ご
存
知
で
す
か
。

９
月
１
日
は
関
東
大
震
災
が
起

こ
っ
た
日
で
、
大
き
な
被
害
を

二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
と

防
災
の
日
が
出
来
た
そ
う
で
す
。

災
害
が
起
こ
っ
た
ら
ま
ず
自
ら

の
身
は
自
分
た
ち
で
守
る
自
助
、

近
隣
が
互
い
に
助
け
合
う
共
助
、

公
的
機
関
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ

る
公
助
と
い
わ
れ
ま
す
。
災
害

時
に
自
助
、
共
助
、
公
助
が
互

い
に
連
携
し
一
体
と
な
る
こ
と

で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
早
急

の
復
旧
、
復
興
に
つ
な
が
り
ま

す
。
災
害
時
に
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
訓

練
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
世
代
、

小
中
学
生
に
も
訓
練
の
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
訓
練
は
実
践
な
り
！！

　
　
　
　
　
　
（
大
黒
一
也
）

議員も作業服を着用して訓練に参加

好評だった夕涼みコンサート

県大会出場

平成27年 第2回定例会
町政を問う（一般質問）

住民はお客様（ワンストップサービス）
追跡調査　ドライブレコーダーほか

「応援しょうでぇ～宇多津っ子」

4
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19

18

町
議
会
も
防
災
訓
練

町
議
会
も
防
災
訓
練

議
会
広
報
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎自治会連合会防災訓練

　消火器の使い方を教わりながら
　訓練をする子どもたち
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定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

定
例
会
報
告

本会議 議員の賛否
◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件 西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川

平成26年度宇多津町一般会計繰越明許費

平成27年度宇多津町一般会計補正予算（第２号）

宇多津町介護保険条例の一部を改正する条例

人権擁護委員の推薦

報
告

諮
問

議

　案

―

―

―

―

井上大黒港

◯

◯

◯

◯

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

条
例
改
正

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
１
６
７
万
６
千
円
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

主
な
内
容

地方創生新交付金で
活性化

地方創生新交付金で
活性化

　
平
成
27
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
報
告
１
件
、
議
案
２
件
、
諮
問
１
件
を
審

議
し
ま
し
た
。
報
告
お
よ
び
議
案
は
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
本
会
議
で
は
原
案
を
す
べ

て
可
決
お
よ
び
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
は
６
月
10
日
、
11
日
に
行
な
わ
れ
、
熱
い
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。
今
回
は
統
一
地
方
選
挙
後
の
初
議
会
で
、
２
名
の
新
人
議
員
も
一
般
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
６
月
議
会
は
「
ア
ロ
ハ
議
会
」
と
名
付
け
、
議
員
は
会
期
中
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ク

ー
ル
ビ
ズ
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
７
月
に
行
な
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
３
年

前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
の
両
日
は
、
議
場
内
に
入
る
課
長
職
以
上
も
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
た

ほ
か
、
傍
聴
者
に
は
「
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
」
Ｐ
Ｒ
用
の
う
ち
わ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
議
案
や
一
般
質
問
で
も
、
国
が
進
め
て
い
る
「
地
方
創
生
」
関
連
の
も
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
繰
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
8
9
5
1
万
３
千
円
）

・ 

総
務
管
理
費
【
地
方
創
生
先
行
型
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
1
9
4
3
万
円
）

　
　 

総
合
戦
略
の
策
定
（
7
2
1
万
円
）

　
　 

水
族
館
建
設
会
社
の
事
務
に
対
す
る
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
2
万
円
）

　
　 

新
婚
世
帯
の
家
賃
補
助
（
6
0
0
万
円
）
　
　
　
　

　
　 

　
新
婚
世
帯
の
家
賃
を
最
高
1
万
円
、
最
長
24
か
月
補

　
　 

　
助
す
る
。

・ 

総
務
管
理
費
（
2
9
5
1
万
1
千
円
）

　
　 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

・ 

財
産
管
理
費

　
　
庁
舎
耐
震
等
改
修
費

　
　
　
庁
舎
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
渡
り
廊
下
の
耐
震
診
断
を
す
る
。

・ 

老
人
福
祉
費

　
　
老
人
福
祉
管
理
費

         

商
工
会
館
隣
り
（
旧
　
古
街
プ
ラ
ザ
）
に
認
知
症
カ
フ
ェ
を
オ
ー

　
　
　
プ
ン
す
る
た
め
の
備
品
代
な
ど

                                                       

全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
地
域
に
お
け
る
医
療
お
よ
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る

　た
め
の
法
律
に
お
い
て
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
強
化
が
図
ら
れ
た
た

　め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　任
期
満
了
の
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
同
意

・ 

保
健
衛
生
費
【
地
方
創
生
先
行
型
】

                                         

（
5
2
0
万
円
）

　
　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　
　
　
従
来
の
県
か
ら
の
助
成
に
上
乗
せ
し
て
、
町
独
自

　
　
　
の
助
成
を
す
る
。

・ 

商
工
費
【
消
費
喚
起
型
】（
3
1
7
1
万
８
千
円
）

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

・ 

商
工
費
【
地
方
創
生
先
行
型
】
（
3
5
0
万
円
）

　
　
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
事
業
拡
大

　
　
　
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
を
２
日
間
開
催
す
る
。

・ 

都
市
計
画
費
（
1
5
万
４
千
円
）

　
　
高
松
広
域
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
体
系
調
査
負
担
金

  

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　  

全
会
一
致
で
承
認

平
成
27
年
　
第
２
回
定
例
会

平
成
27
年
　
第
２
回
定
例
会
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日
は
、
議
場
内
に
入
る
課
長
職
以
上
も
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
着
用
し
た

ほ
か
、
傍
聴
者
に
は
「
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
」
Ｐ
Ｒ
用
の
う
ち
わ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
議
案
や
一
般
質
問
で
も
、
国
が
進
め
て
い
る
「
地
方
創
生
」
関
連
の
も
の
が
目
立
ち
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
繰
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
8
9
5
1
万
３
千
円
）

・ 

総
務
管
理
費
【
地
方
創
生
先
行
型
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
1
9
4
3
万
円
）

　
　 

総
合
戦
略
の
策
定
（
7
2
1
万
円
）

　
　 

水
族
館
建
設
会
社
の
事
務
に
対
す
る
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
2
万
円
）

　
　 

新
婚
世
帯
の
家
賃
補
助
（
6
0
0
万
円
）
　
　
　
　

　
　 

　
新
婚
世
帯
の
家
賃
を
最
高
1
万
円
、
最
長
24
か
月
補

　
　 

　
助
す
る
。

・ 

総
務
管
理
費
（
2
9
5
1
万
1
千
円
）

　
　 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

・ 
財
産
管
理
費

　
　
庁
舎
耐
震
等
改
修
費

　
　
　
庁
舎
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
渡
り
廊
下
の
耐
震
診
断
を
す
る
。

・ 

老
人
福
祉
費

　
　
老
人
福
祉
管
理
費

         

商
工
会
館
隣
り
（
旧
　
古
街
プ
ラ
ザ
）
に
認
知
症
カ
フ
ェ
を
オ
ー

　
　
　
プ
ン
す
る
た
め
の
備
品
代
な
ど

                                                       

全
会
一
致
で
可
決

・
宇
多
津
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
要
旨
）
地
域
に
お
け
る
医
療
お
よ
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る

　た
め
の
法
律
に
お
い
て
、
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
強
化
が
図
ら
れ
た
た

　め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　任
期
満
了
の
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　 

　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
同
意

・ 

保
健
衛
生
費
【
地
方
創
生
先
行
型
】

                                         

（
5
2
0
万
円
）

　
　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　
　
　
従
来
の
県
か
ら
の
助
成
に
上
乗
せ
し
て
、
町
独
自

　
　
　
の
助
成
を
す
る
。

・ 

商
工
費
【
消
費
喚
起
型
】（
3
1
7
1
万
８
千
円
）

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

・ 

商
工
費
【
地
方
創
生
先
行
型
】
（
3
5
0
万
円
）

　
　
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
事
業
拡
大

　
　
　
ア
ロ
ハ
ナ
イ
ト
を
２
日
間
開
催
す
る
。

・ 

都
市
計
画
費
（
1
5
万
４
千
円
）

　
　
高
松
広
域
都
市
圏
総
合
都
市
交
通
体
系
調
査
負
担
金

  

　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　  

全
会
一
致
で
承
認

平
成
27
年
　
第
２
回
定
例
会

平
成
27
年
　
第
２
回
定
例
会
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総
務
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設
常
任
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会

総
務
建
設
常
任
委
員
会

宇多津町議会だより No.56宇多津町議会だより No.56

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

プレミアム商品券は売れ残らないのか

介護保険料の減額介護保険料の減額

プレミアム商品券は売れ残らないのか

教育民生常任委員会

　　毎年、本町では人気の商品券だが、
　今年は全国各地で同じように発行され
　る。売れ残らないのか。
　　６月11日現在で81％の予約がある。
　状況を見て、２次募集の準備をする。

総務建設常任委員会

・グローバル企業の誘致をしては

・犬や猫の不妊、去勢の助成拡大を

・ドライブレコーダーの設置と対応は

・ペットの排泄物処理と掲示板設置

・プレミアム付商品券

・地震防災対策

・本町の男女共同参画は進んでいるのか

・「地方創生」で新都市の活性化を

・子ども医療を円滑に

・新庁舎および旧庁舎の熱源は

・空き家対策への条例制定が必要ではないか

・災害時の危機管理体制は万全か

・若者の定住促進支援を

・臨海公園のさらなる充実は

・自治体間競争の力量が問われる地方創生

・地方創生関連法での取り組みは

・子ども医療費、生活習慣予防

・鍋谷７号線の供用開始はいつになるのか

・自治体型通販の将来は

港   一 紫

大 黒 一 也

井 上 弘 治

西 本 祐 子

濵 中 保 夫

柴 村 賢 三

宮 本 　 隆

青 木 義 勝

藍川佳津樹

渡り廊下の耐震診断渡り廊下の耐震診断

不妊治療費の助成不妊治療費の助成

アロハナイト事業拡大アロハナイト事業拡大

　　庁舎とコミュニティ会館の耐震診断
　を別々にしたのはなぜか。
　　渡り廊下の耐震診断をなぜ今になっ
　て行なうのか。
Ａ　庁舎の耐震診断は平成20年度、コミ
　ュニティ会館は22年度。小中学校を優
　先したため、後になった。渡り廊下は
　昭和59年に建設したので、耐震診断の
　必要がないと判断していた。

Q

A

保健福祉課

地域整備課

　　今年度は「地方創生先行型」の国か
　らの補助を受けて、特定不妊治療費の
　町独自の助成を行なうが、来年度以降
　は継続するのか。
　　近隣の市町では助成を行なっている
　ので、本町も継続する予定。

Q

A

　　今年度はアロハナイトを２日間に拡
　大した。「地方創生先行型」の国の補
　助を受けているが、来年度以降も２日
　間で行なうのか。
　　年々、参加希望団体も増えている。
　この事業の主体は宇多津振興財団だが、
　継続の方向で考えている。

Q

A

Q

A

まちづくり課

まちづくり課

耐震診断が追加になった渡り廊下
保健福祉課

認知症カフェ認知症カフェ

　　商工会館隣り（旧古街プラザ）を認知
　症の方や介護家族が利用できる居場所
　にするようだが、誰が管理するのか。
　　町の事業としてボランティアなどの
　協力を得ながら実施する。備品は県か
　らの補助で購入するが、光熱水費は社
　会福祉協議会が負担する。

保健福祉課

介護保険料の一部減額介護保険料の一部減額

　　減額に該当する第１段階の被保険者
　は、どういう世帯で何人いるのか。
　　第１段階の被保険者は、生活保護、
　非課税世帯で、老齢福祉年金受給者、
　非課税世帯で課税年金収入と合計所得
　金額の合計が80万円以下。27年度か
　ら29年度まで28,600円（現在31,8
　00円）になる。人数割合は全体の17％。

Q

A

プレミアム商品券プレミアム商品券

Q

A

介護保険料減額の期間介護保険料減額の期間

　　なぜ平成27年度から29年度まで減
　額されるのか。
　　消費税が８％に増税されたことによ
　る。29年度に消費税が10％になれば、
　所得段階が第1段階の方は19,000円
　になり、第3段階の方までは減額予定。

Q

A

保健福祉課

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

町
政
を
問
う 

一
般
質
問
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質
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介護保険料の減額介護保険料の減額

プレミアム商品券は売れ残らないのか

教育民生常任委員会

　　毎年、本町では人気の商品券だが、
　今年は全国各地で同じように発行され
　る。売れ残らないのか。
　　６月11日現在で81％の予約がある。
　状況を見て、２次募集の準備をする。

総務建設常任委員会

・グローバル企業の誘致をしては

・犬や猫の不妊、去勢の助成拡大を

・ドライブレコーダーの設置と対応は

・ペットの排泄物処理と掲示板設置

・プレミアム付商品券

・地震防災対策

・本町の男女共同参画は進んでいるのか

・「地方創生」で新都市の活性化を

・子ども医療を円滑に

・新庁舎および旧庁舎の熱源は

・空き家対策への条例制定が必要ではないか

・災害時の危機管理体制は万全か

・若者の定住促進支援を

・臨海公園のさらなる充実は

・自治体間競争の力量が問われる地方創生

・地方創生関連法での取り組みは

・子ども医療費、生活習慣予防

・鍋谷７号線の供用開始はいつになるのか

・自治体型通販の将来は
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大 黒 一 也

井 上 弘 治

西 本 祐 子

濵 中 保 夫
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宮 本 　 隆

青 木 義 勝

藍川佳津樹

渡り廊下の耐震診断渡り廊下の耐震診断

不妊治療費の助成不妊治療費の助成

アロハナイト事業拡大アロハナイト事業拡大

　　庁舎とコミュニティ会館の耐震診断
　を別々にしたのはなぜか。
　　渡り廊下の耐震診断をなぜ今になっ
　て行なうのか。
Ａ　庁舎の耐震診断は平成20年度、コミ
　ュニティ会館は22年度。小中学校を優
　先したため、後になった。渡り廊下は
　昭和59年に建設したので、耐震診断の
　必要がないと判断していた。

Q

A

保健福祉課

地域整備課

　　今年度は「地方創生先行型」の国か
　らの補助を受けて、特定不妊治療費の
　町独自の助成を行なうが、来年度以降
　は継続するのか。
　　近隣の市町では助成を行なっている
　ので、本町も継続する予定。

Q

A

　　今年度はアロハナイトを２日間に拡
　大した。「地方創生先行型」の国の補
　助を受けているが、来年度以降も２日
　間で行なうのか。
　　年々、参加希望団体も増えている。
　この事業の主体は宇多津振興財団だが、
　継続の方向で考えている。

Q

A

Q

A

まちづくり課

まちづくり課

耐震診断が追加になった渡り廊下
保健福祉課

認知症カフェ認知症カフェ

　　商工会館隣り（旧古街プラザ）を認知
　症の方や介護家族が利用できる居場所
　にするようだが、誰が管理するのか。
　　町の事業としてボランティアなどの
　協力を得ながら実施する。備品は県か
　らの補助で購入するが、光熱水費は社
　会福祉協議会が負担する。

保健福祉課

介護保険料の一部減額介護保険料の一部減額

　　減額に該当する第１段階の被保険者
　は、どういう世帯で何人いるのか。
　　第１段階の被保険者は、生活保護、
　非課税世帯で、老齢福祉年金受給者、
　非課税世帯で課税年金収入と合計所得
　金額の合計が80万円以下。27年度か
　ら29年度まで28,600円（現在31,8
　00円）になる。人数割合は全体の17％。

Q

A

プレミアム商品券プレミアム商品券

Q

A

介護保険料減額の期間介護保険料減額の期間

　　なぜ平成27年度から29年度まで減
　額されるのか。
　　消費税が８％に増税されたことによ
　る。29年度に消費税が10％になれば、
　所得段階が第1段階の方は19,000円
　になり、第3段階の方までは減額予定。

Q

A

保健福祉課

町
政
を
問
う 

一
般
質
問

町
政
を
問
う 

一
般
質
問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

谷
川
町
長

再
質
問

再
質
問

宇多津町議会だより No.56宇多津町議会だより No.56

問

問

問

山
下
総
務
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

中
村
住
民
生
活
課
長

山
下
総
務
課
長

大黒　一也　議員

　
　
今
年
の
２
月
に
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ

Ｙ
Ａ
宇
多
津
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、

こ
の
秋
に
は
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
宇

多
津
も
オ
ー
プ
ン
予
定
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
誘
致

を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
例
え
ば
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
や

Ｈ
＆
Ｍ
な
ど
香
川
県
に
な
い
企

業
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
て
は
。

町
と
し
て
の
お
考
え
を
お
聞
き

し
た
い
。

　
　
　
　
清
掃
車
、
青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
車
な
ど
は
土
日
祝
日
を

の
ぞ
い
て
毎
日
町
内
一
円
を
走

行
し
て
い
る
。
試
験
的
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
の
旨
を

示
し
た
上
で
走
行
し
て
み
て
は
。

　
　
　
　
排
尿
処
理
の
注
意
喚

起
は
。

　
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

設
置
す
れ
ば
、
道
路
交
通
法
を

遵
守
し
た
丁
寧
な
運
転
を
心
が

け
る
こ
と
で
燃
費
向
上
に
な
り
、

安
全
運
転
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
。
ま
た
、
捜
査
機
関
か
ら
の

犯
罪
捜
査
の
目
的
と
し
て
依
頼

が
あ
れ
ば
情
報
提
供
に
利
用
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
不
特
定
多

数
の
通
行
人
な
ど
本
人
が
望
ま

な
い
場
合
で
も
撮
影
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
と
し
て
は
提
供
す

る
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
公
園
で
遊
ぶ
た
め
に
犬
を

連
れ
て
き
て
い
る
人
が
、
芝
生
、

桜
そ
の
他
の
木
、
街
路
灯
に
排

尿
を
さ
せ
て
い
る
。
芝
生
、
砂

場
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
よ
く
見
る
と
、
衛

生
的
に
も
大
丈
夫
な
の
か
と
不

安
に
思
う
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
町
内
外
か

ら
来
る
臨
海
公
園
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
の
施
設
を
設
置
す
れ
ば
、
賑

わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
な
り
人

も
集
ま
り
、
町
の
活
性
化
に
も

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
設
置

し
て
い
る
。
公
用
車
は
用
途
に

応
じ
て
順
次
設
置
し
て
い
く
。

職
員
の
安
全
運
転
向
上
に
期
待

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
は
安
全
運
転
の
た
め

に
設
置
し
て
お
り
、
第
三
者
へ

の
提
示
は
、
今
後
必
要
性
を
含

め
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
宇
多
津
に
住
み
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て

い
る
。
交
通
の
利
便
性
や
収
益

性
の
問
題
は
、
町
の
思
い
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
。
ど
の
よ

う
な
企
業
が
来
れ
ば
活
性
化
が

で
き
る
の
か
、
町
と
し
て
も
積

極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
。

ドライブレコーダーの設置と対応は

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
誘
致
を
し
て
は

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
積
極
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
／
町
長

ペ
ッ
ト
の
排
泄
物
処
理
と
掲
示
板
設
置

掲
示
板
に
よ
る
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
／
住
民
生
活
課
長

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
施
設
設
置
は
今
は
難
し
い
／
地
域
整
備
課
長

公用車は用途に応じて順次設置／総務課長
港　一紫　議員

問

中
村
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
て
ら

れ
る
命
を
作
ら
な
い
た
め
に
、

４
月
か
ら
助
成
を
始
め
た
。
住

所
登
録
、
狂
犬
病
予
防
な
ど
の

条
件
は
あ
る
が
、
５
月
末
現
在

で
犬
７
件
、
猫
６
件
の
計
13
件

の
助
成
を
行
な
っ
た
。
複
数
飼

い
を
し
て
い
る
世
帯
も
あ
る
の

で
、
一
世
帯
の
頭
数
を
増
や
す

か
ど
う
か
は
、
近
隣
市
町
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
　

　
　
　

　
　
宇
多
津
町
も
平
成
27
年
４

月
１
日
よ
り
犬
や
猫
の
不
妊
、

去
勢
手
術
費
用
の
助
成
を
開
始

し
て
い
る
。
制
度
が
開
始
に
な

り
ま
だ
２
か
月
程
度
し
か
経
っ

て
い
な
い
が
、
制
度
を
活
用
し

た
件
数
の
現
状
は
。

犬や猫の不妊、去勢の助成拡大を
一世帯の頭数を増やすかどうか近隣市町
の状況を見ながら検討／住民生活課長

　
補
助
金
交
付
は
同
年
度
で
一

世
帯
に
つ
き
、
犬
か
猫
の
い
ず

れ
か
一
匹
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
一
世
帯
に
対
す
る
頭
数
を

増
や
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
海
公

園
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
に

遊
具
広
場
を
含
む
東
側
部
分
を

改
修
し
た
。
現
在
設
置
で
き
る

場
所
と
し
て
は
西
側
部
分
に
な

る
が
、
水
族
館
建
設
予
定
地
と

し
て
考
え
て
い
る
の
で
、
今
は

さ
わ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
掲
示
板

に
よ
る
注
意
喚
起
を
し
て
き
た

の
で
、
以
前
よ
り
は
、
糞
の
処

理
を
す
る
人
が
増
え
た
。

　
排
尿
の
こ
と
は
書
い
て
い
な

い
の
で
、
余
白
に
書
く
か
町
独

自
で
作
る
か
を
検
討
す
る
。

スターバックスコーヒーＴＳＵＴＡＹＡ宇多津店乗用車のドライブレコーダー
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

谷
川
町
長

再
質
問

再
質
問

宇多津町議会だより No.56宇多津町議会だより No.56

問

問

問

山
下
総
務
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

中
村
住
民
生
活
課
長

山
下
総
務
課
長

大黒　一也　議員

　
　
今
年
の
２
月
に
ス
タ
ー
バ

ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ

Ｙ
Ａ
宇
多
津
店
が
オ
ー
プ
ン
し
、

こ
の
秋
に
は
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
宇

多
津
も
オ
ー
プ
ン
予
定
。

　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
誘
致

を
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
例
え
ば
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
や

Ｈ
＆
Ｍ
な
ど
香
川
県
に
な
い
企

業
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
み
て
は
。

町
と
し
て
の
お
考
え
を
お
聞
き

し
た
い
。

　
　
　
　
清
掃
車
、
青
色
パ
ト

ロ
ー
ル
車
な
ど
は
土
日
祝
日
を

の
ぞ
い
て
毎
日
町
内
一
円
を
走

行
し
て
い
る
。
試
験
的
に
ド
ラ

イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
設
置
の
旨
を

示
し
た
上
で
走
行
し
て
み
て
は
。

　
　
　
　
排
尿
処
理
の
注
意
喚

起
は
。

　
　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

設
置
す
れ
ば
、
道
路
交
通
法
を

遵
守
し
た
丁
寧
な
運
転
を
心
が

け
る
こ
と
で
燃
費
向
上
に
な
り
、

安
全
運
転
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
。
ま
た
、
捜
査
機
関
か
ら
の

犯
罪
捜
査
の
目
的
と
し
て
依
頼

が
あ
れ
ば
情
報
提
供
に
利
用
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
不
特
定
多

数
の
通
行
人
な
ど
本
人
が
望
ま

な
い
場
合
で
も
撮
影
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
町
と
し
て
は
提
供
す

る
考
え
が
あ
る
か
。

　
　
公
園
で
遊
ぶ
た
め
に
犬
を

連
れ
て
き
て
い
る
人
が
、
芝
生
、

桜
そ
の
他
の
木
、
街
路
灯
に
排

尿
を
さ
せ
て
い
る
。
芝
生
、
砂

場
な
ど
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
を
よ
く
見
る
と
、
衛

生
的
に
も
大
丈
夫
な
の
か
と
不

安
に
思
う
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
町
内
外
か

ら
来
る
臨
海
公
園
に
ド
ッ
グ
ラ

ン
の
施
設
を
設
置
す
れ
ば
、
賑

わ
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
な
り
人

も
集
ま
り
、
町
の
活
性
化
に
も

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
設
置

し
て
い
る
。
公
用
車
は
用
途
に

応
じ
て
順
次
設
置
し
て
い
く
。

職
員
の
安
全
運
転
向
上
に
期
待

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
は
安
全
運
転
の
た
め

に
設
置
し
て
お
り
、
第
三
者
へ

の
提
示
は
、
今
後
必
要
性
を
含

め
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
宇
多
津
に
住
み
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
て

い
る
。
交
通
の
利
便
性
や
収
益

性
の
問
題
は
、
町
の
思
い
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
。
ど
の
よ

う
な
企
業
が
来
れ
ば
活
性
化
が

で
き
る
の
か
、
町
と
し
て
も
積

極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
。

ドライブレコーダーの設置と対応は

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
誘
致
を
し
て
は

交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
積
極
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
な
っ
て
い
き
た
い
／
町
長

ペ
ッ
ト
の
排
泄
物
処
理
と
掲
示
板
設
置

掲
示
板
に
よ
る
注
意
喚
起
を
し
て
い
く
／
住
民
生
活
課
長

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
施
設
設
置
は
今
は
難
し
い
／
地
域
整
備
課
長

公用車は用途に応じて順次設置／総務課長
港　一紫　議員

問

中
村
住
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
捨
て
ら

れ
る
命
を
作
ら
な
い
た
め
に
、

４
月
か
ら
助
成
を
始
め
た
。
住

所
登
録
、
狂
犬
病
予
防
な
ど
の

条
件
は
あ
る
が
、
５
月
末
現
在

で
犬
７
件
、
猫
６
件
の
計
13
件

の
助
成
を
行
な
っ
た
。
複
数
飼

い
を
し
て
い
る
世
帯
も
あ
る
の

で
、
一
世
帯
の
頭
数
を
増
や
す

か
ど
う
か
は
、
近
隣
市
町
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
　

　
　
　

　
　
宇
多
津
町
も
平
成
27
年
４

月
１
日
よ
り
犬
や
猫
の
不
妊
、

去
勢
手
術
費
用
の
助
成
を
開
始

し
て
い
る
。
制
度
が
開
始
に
な

り
ま
だ
２
か
月
程
度
し
か
経
っ

て
い
な
い
が
、
制
度
を
活
用
し

た
件
数
の
現
状
は
。

犬や猫の不妊、去勢の助成拡大を
一世帯の頭数を増やすかどうか近隣市町
の状況を見ながら検討／住民生活課長

　
補
助
金
交
付
は
同
年
度
で
一

世
帯
に
つ
き
、
犬
か
猫
の
い
ず

れ
か
一
匹
と
な
っ
て
い
る
が
、

今
後
一
世
帯
に
対
す
る
頭
数
を

増
や
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
海
公

園
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
に

遊
具
広
場
を
含
む
東
側
部
分
を

改
修
し
た
。
現
在
設
置
で
き
る

場
所
と
し
て
は
西
側
部
分
に
な

る
が
、
水
族
館
建
設
予
定
地
と

し
て
考
え
て
い
る
の
で
、
今
は

さ
わ
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
掲
示
板

に
よ
る
注
意
喚
起
を
し
て
き
た

の
で
、
以
前
よ
り
は
、
糞
の
処

理
を
す
る
人
が
増
え
た
。

　
排
尿
の
こ
と
は
書
い
て
い
な

い
の
で
、
余
白
に
書
く
か
町
独

自
で
作
る
か
を
検
討
す
る
。
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浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

山
下
危
機
管
理
課
長

再
質
問

再
質
問
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

宇多津町議会だより No.56宇多津町議会だより No.56

問

問

問浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

亀
井
副
町
長

亀
井
副
町
長

谷
川
町
長

井上　弘治　議員

　
　
宇
多
津
町
の
商
業
推
移

（
卸
売
り
、
小
売
り
）
平
成
14

〜
24
年
の
事
業
所
数
お
よ
び
年

間
販
売
額
の
推
移
は
減
少
。
今

年
に
な
り
復
調
の
兆
し
が
あ
る
。

こ
の
商
品
券
は
、
年
々
小
型
店

舗
で
の
利
用
割
合
が
増
加
し
て

い
る
。
今
後
の
地
域
経
済
活
性

化
の
た
め
こ
の
政
策
の
継
続
は
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

小
規
模
小
売
業
の
売
上
割
合
が
増
加
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

三
役
、
職
員
、
議
会
が
団
結
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
／
町
長

　
　
６
月
23
日
か
ら
は
「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
。
３
年
前
に

も
質
問
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
進

ん
だ
の
か
を
う
か
が
い
た
い
。

数
字
だ
け
で
見
る
と
委
員
会
、

審
議
会
な
ど
で
の
女
性
の
割
合

は
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
防
災
会
議
で
の
女
性

の
割
合
や
女
性
の
課
長
職
は
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
。
増
や
す

予
定
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
男

女
に
限
ら
ず
、
人
事
を
決
め
る

際
に
家
庭
の
事
情
は
考
慮
し
て

い
る
の
か
。

本町の男女共同参画は進んでいるのか

今後も女性の参画を促していきたい／副町長

　
　
　
　
　
　
課
長
補
佐
級
以

上
の
女
性
職
員
の
割
合
は
約
29

％
、
教
育
委
員
が
40
％
、
選
挙

管
理
委
員
が
75
％
、
人
権
擁
護

委
員
が
50
％
だ
が
、
農
業
委
員
、

監
査
委
員
な
ど
は
ゼ
ロ
、
ま
た

女
性
課
長
も
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
待
遇
面
で
取
り

扱
い
を
ど
う
す
る
か
は
、
今
後

内
部
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１

３
年
度
↓
２
０
１
４
年
度
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使
用
は
、

大
型
店
で
51
％
↓
42
％
、
グ
リ

　
　
　
　
臨
時
職
員
に
は
有
能

な
方
も
多
い
が
、
昇
進
や
昇
給

は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
水
族
館
建
設
に
関
し

て
は
、
本
町
は
あ
ま
り
に
も
人

任
せ
。
リ
ー
サ
ス
の
分
析
結
果

い
か
ん
で
は
中
止
も
あ
る
の
か
。

問 「
地
方
創
生
」で
新
都
市
の
活
性
化
を

水
族
館
は
民
間
主
導
で
は
あ
る
が
町
と
し
て
も

積
極
的
に
参
画
し
て
い
き
た
い
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
毎
日
の
よ
う
に
「
地
方
創

生
」
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
職
員
の
い
い
ア
イ
デ

ア
は
あ
っ
た
の
か
。
リ
ー
サ
ス

（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）

の
運
用
が
始
ま
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。
水
族

館
構
想
は
民
間
主
導
と
の
こ
と

だ
が
、
町
は
あ
ま
り
に
も
消
極

的
で
は
な
い
か
。
レ
ビ
ッ
ク

（
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
）

の
活
用
は
可
能
と
聞
い
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

デ
ー
タ
の
作
成
、
分
析
を
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
は

可
能
な
限
り
積
極
的
に
参
画
し

て
い
る
と
思
う
。
今
後
も
環
境

整
備
な
ど
を
行
な
う
。

　
　
　
　
　

る
。
防
災
会
議
に
は
婦
人
会
長

が
委
員
と
し
て
入
っ
て
い
る
が
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
経
験

が
必
要
で
あ
り
、
女
性
の
参
画

を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
南
海
、
東
南
海
の
領
域
で

発
生
し
た
地
震
は
、
１
６
０
５

年
の
慶
長
地
震
、
１
７
０
７
年

の
宝
永
地
震
、
１
８
５
４
年
の

安
政
地
震
、
昭
和
19
年
の
東
南

海
地
震
、
昭
和
21
年
の
昭
和
南

海
地
震
。
以
降
、
現
在
69
年
経

過
。
こ
の
海
域
は
、
約
120
年
の

周
期
で
М
８
ク
ラ
ス
の
地
震
が

発
生
。
地
震
防
災
対
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
う
か
が
い
た
い
。

地震防災対策
各種防災計画や防災対策を実施
　　　　　　　／危機管理課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
30

年
以
内
に
70
％
の
確
率
で
大
地

震
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

本
町
で
も
大
規
模
地
震
発
生
の

切
迫
性
を
認
識
し
、
各
種
防
災

計
画
や
防
災
対
策
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
災
害
の
種
別
に

よ
っ
て
避
難
所
が
異
な
り
、
現

在
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
５
種

類
作
成
し
て
い
る
。
今
年
度
は

一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
を
作
成

す
る
予
定
で
あ
る
。

西本  祐子　議員

5種類のハザードマップ

今年度の「男女共同参画週間」のポスター

ー
ン
シ
ョ
ッ
プ
加
盟
店
21
店
舗

で
40
％
↓
48
％
、
そ
の
他
が
９

％
↓
10
％
と
、
小
規
模
小
売
業

の
売
上
割
合
が
増
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
攻
撃
は
最
大
の
防

御
。
各
自
治
体
が
同
じ
よ
う
な

政
策
や
取
り
組
み
を
し
て
い
て

も
、
や
る
気
で
す
べ
て
が
決
ま

っ
て
く
る
。
三
役
、
職
員
、
議

会
が
団
結
し
て
、
同
じ
ベ
ク
ト

ル
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
。

っ
て
い
る
。
職
員
提
案
に
つ
い

て
も
、
総
合
戦
略
の
中
で
精
査

し
て
い
き
た
い
。
レ
ビ
ッ
ク
は
、

水
族
館
建
設
が
民
間
主
導
の
た

め
活
用
も
含
め
て
有
利
な
方
策

を
民
間
で
判
断
す
る
。
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問

問

問浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

亀
井
副
町
長

亀
井
副
町
長

谷
川
町
長

井上　弘治　議員

　
　
宇
多
津
町
の
商
業
推
移

（
卸
売
り
、
小
売
り
）
平
成
14

〜
24
年
の
事
業
所
数
お
よ
び
年

間
販
売
額
の
推
移
は
減
少
。
今

年
に
な
り
復
調
の
兆
し
が
あ
る
。

こ
の
商
品
券
は
、
年
々
小
型
店

舗
で
の
利
用
割
合
が
増
加
し
て

い
る
。
今
後
の
地
域
経
済
活
性

化
の
た
め
こ
の
政
策
の
継
続
は
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

小
規
模
小
売
業
の
売
上
割
合
が
増
加
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

三
役
、
職
員
、
議
会
が
団
結
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
／
町
長

　
　
６
月
23
日
か
ら
は
「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
。
３
年
前
に

も
質
問
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
進

ん
だ
の
か
を
う
か
が
い
た
い
。

数
字
だ
け
で
見
る
と
委
員
会
、

審
議
会
な
ど
で
の
女
性
の
割
合

は
増
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

し
か
し
、
防
災
会
議
で
の
女
性

の
割
合
や
女
性
の
課
長
職
は
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
。
増
や
す

予
定
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
男

女
に
限
ら
ず
、
人
事
を
決
め
る

際
に
家
庭
の
事
情
は
考
慮
し
て

い
る
の
か
。

本町の男女共同参画は進んでいるのか

今後も女性の参画を促していきたい／副町長

　
　
　
　
　
　
課
長
補
佐
級
以

上
の
女
性
職
員
の
割
合
は
約
29

％
、
教
育
委
員
が
40
％
、
選
挙

管
理
委
員
が
75
％
、
人
権
擁
護

委
員
が
50
％
だ
が
、
農
業
委
員
、

監
査
委
員
な
ど
は
ゼ
ロ
、
ま
た

女
性
課
長
も
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
待
遇
面
で
取
り

扱
い
を
ど
う
す
る
か
は
、
今
後

内
部
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１

３
年
度
↓
２
０
１
４
年
度
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使
用
は
、

大
型
店
で
51
％
↓
42
％
、
グ
リ

　
　
　
　
臨
時
職
員
に
は
有
能

な
方
も
多
い
が
、
昇
進
や
昇
給

は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
水
族
館
建
設
に
関
し

て
は
、
本
町
は
あ
ま
り
に
も
人

任
せ
。
リ
ー
サ
ス
の
分
析
結
果

い
か
ん
で
は
中
止
も
あ
る
の
か
。

問 「
地
方
創
生
」で
新
都
市
の
活
性
化
を

水
族
館
は
民
間
主
導
で
は
あ
る
が
町
と
し
て
も

積
極
的
に
参
画
し
て
い
き
た
い
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
毎
日
の
よ
う
に
「
地
方
創

生
」
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る

が
、
本
町
職
員
の
い
い
ア
イ
デ

ア
は
あ
っ
た
の
か
。
リ
ー
サ
ス

（
地
域
経
済
分
析
シ
ス
テ
ム
）

の
運
用
が
始
ま
っ
た
が
、
ど
の

よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。
水
族

館
構
想
は
民
間
主
導
と
の
こ
と

だ
が
、
町
は
あ
ま
り
に
も
消
極

的
で
は
な
い
か
。
レ
ビ
ッ
ク

（
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機
構
）

の
活
用
は
可
能
と
聞
い
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

デ
ー
タ
の
作
成
、
分
析
を
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
は

可
能
な
限
り
積
極
的
に
参
画
し

て
い
る
と
思
う
。
今
後
も
環
境

整
備
な
ど
を
行
な
う
。

　
　
　
　
　

る
。
防
災
会
議
に
は
婦
人
会
長

が
委
員
と
し
て
入
っ
て
い
る
が
、

女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
経
験

が
必
要
で
あ
り
、
女
性
の
参
画

を
促
し
て
い
き
た
い
。

　
　
南
海
、
東
南
海
の
領
域
で

発
生
し
た
地
震
は
、
１
６
０
５

年
の
慶
長
地
震
、
１
７
０
７
年

の
宝
永
地
震
、
１
８
５
４
年
の

安
政
地
震
、
昭
和
19
年
の
東
南

海
地
震
、
昭
和
21
年
の
昭
和
南

海
地
震
。
以
降
、
現
在
69
年
経

過
。
こ
の
海
域
は
、
約
120
年
の

周
期
で
М
８
ク
ラ
ス
の
地
震
が

発
生
。
地
震
防
災
対
策
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
う
か
が
い
た
い
。

地震防災対策
各種防災計画や防災対策を実施
　　　　　　　／危機管理課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
30

年
以
内
に
70
％
の
確
率
で
大
地

震
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

本
町
で
も
大
規
模
地
震
発
生
の

切
迫
性
を
認
識
し
、
各
種
防
災

計
画
や
防
災
対
策
を
実
施
し
て

い
る
。
ま
た
、
災
害
の
種
別
に

よ
っ
て
避
難
所
が
異
な
り
、
現

在
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
５
種

類
作
成
し
て
い
る
。
今
年
度
は

一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
を
作
成

す
る
予
定
で
あ
る
。

西本  祐子　議員

5種類のハザードマップ

今年度の「男女共同参画週間」のポスター

ー
ン
シ
ョ
ッ
プ
加
盟
店
21
店
舗

で
40
％
↓
48
％
、
そ
の
他
が
９

％
↓
10
％
と
、
小
規
模
小
売
業

の
売
上
割
合
が
増
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
攻
撃
は
最
大
の
防

御
。
各
自
治
体
が
同
じ
よ
う
な

政
策
や
取
り
組
み
を
し
て
い
て

も
、
や
る
気
で
す
べ
て
が
決
ま

っ
て
く
る
。
三
役
、
職
員
、
議

会
が
団
結
し
て
、
同
じ
ベ
ク
ト

ル
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
。

っ
て
い
る
。
職
員
提
案
に
つ
い

て
も
、
総
合
戦
略
の
中
で
精
査

し
て
い
き
た
い
。
レ
ビ
ッ
ク
は
、

水
族
館
建
設
が
民
間
主
導
の
た

め
活
用
も
含
め
て
有
利
な
方
策

を
民
間
で
判
断
す
る
。
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問

問

谷
川
町
長

松
井
地
域
整
備
課
長

中
谷
健
康
増
進
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

山
下
危
機
管
理
課
長

濵中  保夫　議員

早
い
時
期
に
組
織
体
制
を
整
え
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
庁
舎

は
オ
ー
ル
電
化
、
本
庁
舎
は
で

き
る
だ
け
現
状
の
施
設
を
活
用

す
る
。
熱
源
を
決
定
す
る
上
で

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
加
え
、
維
持
管

理
の
手
間
な
ど
も
考
慮
し
て
い

る
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
あ

る
の
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

も
含
め
提
案
さ
せ
て
決
定
す
る
。

　
　今
現
在
、
子
ど
も
医
療
は

高
松
市
以
外
は
中
学
卒
業
ま
で

無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
宇
多

津
町
で
は
償
還
払
い
の
た
め
、

大
変
不
便
に
思
っ
て
い
る
。
現

物
給
付
へ
の
移
行
は
可
能
か
。

　
　新
庁
舎
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱

源
を
オ
ー
ル
電
化
と
す
る
の
は

非
常
に
危
険
で
あ
る
。
庁
舎
が

防
災
拠
点
の
た
め
災
害
時
の
リ

ス
ク
が
増
え
対
応
が
で
き
な
い

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
熱
源
の
分
散
化
を
考
え

て
は
。

　
　国
の
「
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法
」
が
完
全
施
行
さ
れ
た

た
め
、
危
険
で
管
理
不
十
分
な

空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
、

修
繕
を
促
し
、
指
導
・
勧
告
・

命
令
し
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場

合
に
は
行
政
代
執
行
し
て
強
制

的
に
撤
去
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　増
え
続
け
る
空
き
家
を
再
活

用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
解
消
に
向

け
た
方
針
は
。

　
　近
年
の
異
常
気
象
、
我
が

町
に
も
い
つ
想
定
外
の
地
震
・

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害

が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

住
民
に
は
防
災
に
対
す
る
意
識

の
高
ま
り
を
強
く
求
め
て
い
る
。

　災
害
な
ど
に
対
し
て
行
政
は

組
織
力
を
発
揮
し
、
的
確
か
つ

迅
速
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
主
管
で
あ
る

危
機
管
理
課
が
課
長
兼
務
状
態

に
あ
る
組
織
体
制
で
万
全
な
の

か
。

空き家対策への条例制定が必要ではないか

子
ど
も
医
療
を
円
滑
に

現
物
支
給
に
つ
い
て
は
、担
当
課
に
指
示
／
町
長

新
年
度
か
ら
の
運
用
を
目
指
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

／
健
康
増
進
課
長

空き家バンクを活用し、条例は各市町も
参考にして行なう／地域整備課長

新庁舎および旧庁舎の熱源は

分庁舎はオール電化、本庁舎はできる
だけ現状のままにする／地域整備課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
把

握
し
て
い
る
空
き
家
は
、
所
有

者
の
確
認
が
で
き
て
い
な
い
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
今
後

は
「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
税
務
課
な
ど
の
情
報

を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
活
用
で
き
る
空
き
家
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
、
本

年
度
か
ら
の
空
き
家
改
修
等
補

助
制
度
を
利
用
し
て
、
定
住
促

進
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
危

険
な
も
の
に
つ
い
て
は
「
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
り

特
定
空
き
家
に
指
定
し
、
指
導
、

勧
告
な
ど
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
度
津

町
で
は
す
で
に
行
政
代
執
行
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
い
ろ
い
ろ

と
問
題
が
あ
る
と
聞
い
た
。
条

例
に
関
し
て
は
各
市
町
も
参
考

に
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月

は
５
件
の
相
談
が
あ
り
、
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
相
談
が
２

件
、
そ
の
後
改
修
が
１
件
で
あ

っ
た
。
特
別
な
窓
口
が
必
要
か

ど
う
か
は
現
状
で
は
疑
問
で
あ

る
。

柴村  賢三　議員

　
　
　
　他
の
自
治
体
に
お
い

て
は
、
空
き
家
対
策
条
例
を
制

定
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
第
三
者
機
関
の
設
置
・

管
理
・
処
分
・
利
用
方
法
な
ど

の
相
談
窓
口
の
設
置
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
現
在
は
、
医
療
機

関
で
立
て
替
え
て
か
ら
、
本
町

窓
口
で
手
続
き
の
上
、
償
還
払

い
と
な
っ
て
い
る
。
現
物
支
給

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
指
示

し
て
い
る
。

災
害
時
の
危
機
管
理
体
制
は
万
全
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
況
に

応
じ
て
総
務
、
危
機
管
理
と
そ

の
都
度
重
心
を
変
え
て
い
る
が
、

危
機
管
理
課
の
体
制
が
万
全
で

な
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
上
層

部
に
は
早
い
時
期
に
組
織
体
制

を
整
え
て
ほ
し
い
旨
を
申
し
入

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年

度
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
お
よ
び
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
は
、
償
還
払
い
か
ら
現

物
支
給
と
な
っ
た
が
、
特
に
問

さ
ら
に
、
危
険
な
民
間
の
空
き

家
除
却
が
進
む
よ
う
に
、
除
去

費
用
に
対
す
る
補
助
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
専
門
委
員
会
は
必

要
が
あ
れ
ば
設
置
す
る
。

耐震改修予定の本庁舎

子ども医療費支給申請書

町防災訓練での救命訓練

題
は
な
く
、
医
療
費
が
増
え
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
子
ど
も
医

療
は
新
年
度
か
ら
の
運
用
を
目

指
し
て
い
る
。
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問

問

問

問

谷
川
町
長

松
井
地
域
整
備
課
長

中
谷
健
康
増
進
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

山
下
危
機
管
理
課
長

濵中  保夫　議員

早
い
時
期
に
組
織
体
制
を
整
え
る
／
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
庁
舎

は
オ
ー
ル
電
化
、
本
庁
舎
は
で

き
る
だ
け
現
状
の
施
設
を
活
用

す
る
。
熱
源
を
決
定
す
る
上
で

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
に
加
え
、
維
持
管

理
の
手
間
な
ど
も
考
慮
し
て
い

る
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
あ

る
の
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

も
含
め
提
案
さ
せ
て
決
定
す
る
。

　
　今
現
在
、
子
ど
も
医
療
は

高
松
市
以
外
は
中
学
卒
業
ま
で

無
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
宇
多

津
町
で
は
償
還
払
い
の
た
め
、

大
変
不
便
に
思
っ
て
い
る
。
現

物
給
付
へ
の
移
行
は
可
能
か
。

　
　新
庁
舎
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
熱

源
を
オ
ー
ル
電
化
と
す
る
の
は

非
常
に
危
険
で
あ
る
。
庁
舎
が

防
災
拠
点
の
た
め
災
害
時
の
リ

ス
ク
が
増
え
対
応
が
で
き
な
い

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
熱
源
の
分
散
化
を
考
え

て
は
。

　
　国
の
「
空
き
家
対
策
特
別

措
置
法
」
が
完
全
施
行
さ
れ
た

た
め
、
危
険
で
管
理
不
十
分
な

空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
、

修
繕
を
促
し
、
指
導
・
勧
告
・

命
令
し
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場

合
に
は
行
政
代
執
行
し
て
強
制

的
に
撤
去
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　増
え
続
け
る
空
き
家
を
再
活

用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
必

要
で
あ
る
が
、
そ
の
解
消
に
向

け
た
方
針
は
。

　
　近
年
の
異
常
気
象
、
我
が

町
に
も
い
つ
想
定
外
の
地
震
・

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害

が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

住
民
に
は
防
災
に
対
す
る
意
識

の
高
ま
り
を
強
く
求
め
て
い
る
。

　災
害
な
ど
に
対
し
て
行
政
は

組
織
力
を
発
揮
し
、
的
確
か
つ

迅
速
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
主
管
で
あ
る

危
機
管
理
課
が
課
長
兼
務
状
態

に
あ
る
組
織
体
制
で
万
全
な
の

か
。

空き家対策への条例制定が必要ではないか

子
ど
も
医
療
を
円
滑
に

現
物
支
給
に
つ
い
て
は
、担
当
課
に
指
示
／
町
長

新
年
度
か
ら
の
運
用
を
目
指
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

／
健
康
増
進
課
長

空き家バンクを活用し、条例は各市町も
参考にして行なう／地域整備課長

新庁舎および旧庁舎の熱源は

分庁舎はオール電化、本庁舎はできる
だけ現状のままにする／地域整備課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
把

握
し
て
い
る
空
き
家
は
、
所
有

者
の
確
認
が
で
き
て
い
な
い
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
今
後

は
「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」

に
よ
り
、
税
務
課
な
ど
の
情
報

を
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
活
用
で
き
る
空
き
家
は
、

空
き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
、
本

年
度
か
ら
の
空
き
家
改
修
等
補

助
制
度
を
利
用
し
て
、
定
住
促

進
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
危

険
な
も
の
に
つ
い
て
は
「
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
り

特
定
空
き
家
に
指
定
し
、
指
導
、

勧
告
な
ど
を
行
な
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
度
津

町
で
は
す
で
に
行
政
代
執
行
を

行
な
っ
て
い
る
が
、
い
ろ
い
ろ

と
問
題
が
あ
る
と
聞
い
た
。
条

例
に
関
し
て
は
各
市
町
も
参
考

に
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月

は
５
件
の
相
談
が
あ
り
、
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
相
談
が
２

件
、
そ
の
後
改
修
が
１
件
で
あ

っ
た
。
特
別
な
窓
口
が
必
要
か

ど
う
か
は
現
状
で
は
疑
問
で
あ

る
。

柴村  賢三　議員

　
　
　
　他
の
自
治
体
に
お
い

て
は
、
空
き
家
対
策
条
例
を
制

定
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
第
三
者
機
関
の
設
置
・

管
理
・
処
分
・
利
用
方
法
な
ど

の
相
談
窓
口
の
設
置
を
設
け
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
現
在
は
、
医
療
機

関
で
立
て
替
え
て
か
ら
、
本
町

窓
口
で
手
続
き
の
上
、
償
還
払

い
と
な
っ
て
い
る
。
現
物
支
給

に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
指
示

し
て
い
る
。

災
害
時
の
危
機
管
理
体
制
は
万
全
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
状
況
に

応
じ
て
総
務
、
危
機
管
理
と
そ

の
都
度
重
心
を
変
え
て
い
る
が
、

危
機
管
理
課
の
体
制
が
万
全
で

な
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
上
層

部
に
は
早
い
時
期
に
組
織
体
制

を
整
え
て
ほ
し
い
旨
を
申
し
入

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
年

度
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
お
よ
び
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
は
、
償
還
払
い
か
ら
現

物
支
給
と
な
っ
た
が
、
特
に
問

さ
ら
に
、
危
険
な
民
間
の
空
き

家
除
却
が
進
む
よ
う
に
、
除
去

費
用
に
対
す
る
補
助
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
専
門
委
員
会
は
必

要
が
あ
れ
ば
設
置
す
る
。

耐震改修予定の本庁舎

子ども医療費支給申請書

町防災訓練での救命訓練

題
は
な
く
、
医
療
費
が
増
え
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
子
ど
も
医

療
は
新
年
度
か
ら
の
運
用
を
目

指
し
て
い
る
。
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長
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川
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長
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長
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長

松
井
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長

青木　義勝　議員 宮本　隆　議員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
各
自
治
体
も
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
様
々
な

施
策
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
最
近
中
学
校
や
小
学
校
の
周

辺
、
南
部
地
域
に
新
し
い
分
譲

住
宅
が
多
く
建
設
さ
れ
て
い
る
。

購
入
者
の
多
く
は
子
育
て
世
代

で
、
教
育
費
や
住
宅
購
入
費
の

返
済
な
ど
負
担
が
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
分
譲
住
宅
を
購

入
し
宇
多
津
町
に
定
住
さ
れ
る

方
に
、
対
象
条
件
付
き
で
固
定

資
産
税
の
減
免
、
軽
減
は
で
き

な
い
か
。

　
　
地
方
創
生
は
、
人
口
減
少

と
い
う
日
本
が
直
面
す
る
大
き

な
課
題
に
対
し
、
各
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
自
立

・
持
続
的
な
社
会
を
創
生
す
る

こ
と
が
目
的
だ
。
そ
の
発
端
は
、

日
本
創
成
会
議
の
消
滅
自
治
体

リ
ス
ト
で
政
府
は
も
と
よ
り
地

方
自
治
体
に
強
い
危
機
感
を
も

た
ら
し
た
。
生
き
残
り
を
か
け

た
自
治
体
間
競
争
に
な
る
。
町

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

策
定
の
目
途
や
策
定
員
と
具
体

的
方
針
を
示
せ
。
　
　

自治体間競争の力量が問われる地方創生

若
者
の
定
住
促
進
支
援
を

固
定
資
産
税
の
減
免
は
可
能
。

人
口
減
少
対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
／
町
長

総合戦略は10月に策定する予定／まちづくり課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
壇
の

石
積
み
に
腰
か
け
ら
れ
、
防
風

林
が
木
陰
に
な
る
の
で
、
ベ
ン

チ
代
わ
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
以
上
施
設
を
設
置
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
が
走
り
回
っ
て
い

る
の
で
危
険
で
あ
る
。
噴
水
な

ど
の
水
も
の
は
、
維
持
管
理
や

安
全
管
理
が
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噴
水
設

置
は
難
し
い
が
、
ミ
ス
ト
装
置

は
必
要
水
量
、
設
置
方
法
、
費

用
な
ど
を
調
査
す
る
。

　
　
　
　
新
築
の
補
助
制
度
を

設
け
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
噴
水
は
設
置
場
所
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ベ

ン
チ
の
日
影
や
ミ
ス
ト
装
置
の

設
置
は
容
易
だ
と
思
う
が
、
早

急
に
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
臨
海
公
園
は
２
０
０
９
年

に
改
修
工
事
し
、
平
日
も
親
子

連
れ
が
訪
れ
、
休
日
に
は
町
内

外
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　
今
以
上
に
公
園
に
来
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
さ
ら
な
る
施
設

の
充
実
を
し
て
は
ど
う
か
。
夏

の
強
い
日
差
し
の
中
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
親
は
大
変
だ
。

遊
具
近
く
の
ベ
ン
チ
に
日
影
を

臨海公園のさらなる充実は

水ものは、維持管理や安全管理が難しいが、
ミストは調査する／地域整備課長

　
　
関
連
法
の
交
通
弱
者
対
策

に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
モ
デ

ル
が
あ
る
。
経
費
と
狭
い
道
の

問
題
も
あ
る
が
検
討
を
求
め
る
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
復
活
は
県

主
導
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

強
く
働
き
か
け
る
べ
き
だ
と
思

う
。
地
域
資
源
活
性
化
法
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
開

発
に
地
域
の
文
化
・
歴
史
を
活

か
し
現
存
す
る
も
の
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
で

活
用
を
。

地
方
創
生
関
連
法
で
の
取
り
組
み
は

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
民
間
で
も
開
発
／
町
長

デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
は
難
し
い
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

住
民
本
位
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
／
総
務
課
長

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
単
独
の
運
行
が
難
し
い
の

で
、
県
に
提
言
し
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
特
産
品
目

的
に
納
税
を
し
て
い
る
認
識
は

あ
る
の
で
、
希
少
糖
を
使
っ
た

商
品
な
ど
民
間
で
開
発
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
マ

ン
ド
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
は
目
的
地
や
利
用
時
間
を
調

整
す
る
必
要
が
あ
り
、
利
用
者

の
利
便
性
を
考
え
て
も
現
時
点

で
導
入
は
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納

税
に
関
し
て
は
、
金
額
に
応
じ

て
宇
多
津
の
塩
や
塩
あ
め
、
古

代
米
関
連
商
品
を
送
っ
て
い
る
。

我
々
は
住
ん
で
い
る
住
民
の
皆

様
に
、
い
か
に
ご
満
足
い
た
だ

け
る
か
が
一
番
だ
と
考
え
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
若
い
世
代
の
定
住

促
進
を
促
す
施
策
は
必
要
。
固

定
資
産
税
の
減
免
を
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
町
独
自
の
条
例
化
を

す
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
今
年
度
は
地
方
創

生
で
新
婚
世
帯
の
家
賃
補
助
の

制
度
を
始
め
た
。
新
築
の
補
助

や
固
定
資
産
減
免
も
一
つ
の
選

択
肢
で
は
あ
る
が
、
予
算
を
伴

う
。
今
後
も
人
口
減
少
対
策
に

全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

作
り
、
ミ
ス
ト
が
出
る
装
置
や

子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び
で
き
る

噴
水
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１

３
年
策
定
の
宇
多
津
町
総
合
計

画
に
お
い
て
、
平
成
35
年
の
目

標
人
口
を
２
万
人
に
設
定
し
て

い
る
。
各
種
関
係
デ
ー
タ
の
収

集
を
現
在
行
な
っ
て
お
り
、
将

来
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
る
状

況
に
は
な
い
。
総
合
戦
略
は
10

月
に
策
定
す
る
予
定
。
助
言
を

い
た
だ
く
有
識
者
は
、
産
業
、

行
政
、
大
学
、
金
融
、
労
働
団

体
、
報
道
な
ど
の
各
分
野
か
ら

本
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る

方
で
、
で
き
る
だ
け
若
い
世
代

に
お
願
い
し
た
い
。

若い世帯が多い新興住宅地
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各
自
治
体
も
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
様
々
な

施
策
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
最
近
中
学
校
や
小
学
校
の
周

辺
、
南
部
地
域
に
新
し
い
分
譲

住
宅
が
多
く
建
設
さ
れ
て
い
る
。

購
入
者
の
多
く
は
子
育
て
世
代

で
、
教
育
費
や
住
宅
購
入
費
の

返
済
な
ど
負
担
が
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
分
譲
住
宅
を
購

入
し
宇
多
津
町
に
定
住
さ
れ
る

方
に
、
対
象
条
件
付
き
で
固
定

資
産
税
の
減
免
、
軽
減
は
で
き

な
い
か
。

　
　
地
方
創
生
は
、
人
口
減
少

と
い
う
日
本
が
直
面
す
る
大
き

な
課
題
に
対
し
、
各
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
自
立

・
持
続
的
な
社
会
を
創
生
す
る

こ
と
が
目
的
だ
。
そ
の
発
端
は
、

日
本
創
成
会
議
の
消
滅
自
治
体

リ
ス
ト
で
政
府
は
も
と
よ
り
地

方
自
治
体
に
強
い
危
機
感
を
も

た
ら
し
た
。
生
き
残
り
を
か
け

た
自
治
体
間
競
争
に
な
る
。
町

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略

策
定
の
目
途
や
策
定
員
と
具
体

的
方
針
を
示
せ
。
　
　

自治体間競争の力量が問われる地方創生

若
者
の
定
住
促
進
支
援
を

固
定
資
産
税
の
減
免
は
可
能
。

人
口
減
少
対
策
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
／
町
長

総合戦略は10月に策定する予定／まちづくり課長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
壇
の

石
積
み
に
腰
か
け
ら
れ
、
防
風

林
が
木
陰
に
な
る
の
で
、
ベ
ン

チ
代
わ
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
以
上
施
設
を
設
置
す
る
と
、

子
ど
も
た
ち
が
走
り
回
っ
て
い

る
の
で
危
険
で
あ
る
。
噴
水
な

ど
の
水
も
の
は
、
維
持
管
理
や

安
全
管
理
が
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噴
水
設

置
は
難
し
い
が
、
ミ
ス
ト
装
置

は
必
要
水
量
、
設
置
方
法
、
費

用
な
ど
を
調
査
す
る
。

　
　
　
　
新
築
の
補
助
制
度
を

設
け
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　
　
噴
水
は
設
置
場
所
も

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ベ

ン
チ
の
日
影
や
ミ
ス
ト
装
置
の

設
置
は
容
易
だ
と
思
う
が
、
早

急
に
設
置
で
き
な
い
か
。

　
　
臨
海
公
園
は
２
０
０
９
年

に
改
修
工
事
し
、
平
日
も
親
子

連
れ
が
訪
れ
、
休
日
に
は
町
内

外
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　
今
以
上
に
公
園
に
来
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
さ
ら
な
る
施
設

の
充
実
を
し
て
は
ど
う
か
。
夏

の
強
い
日
差
し
の
中
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
親
は
大
変
だ
。

遊
具
近
く
の
ベ
ン
チ
に
日
影
を

臨海公園のさらなる充実は

水ものは、維持管理や安全管理が難しいが、
ミストは調査する／地域整備課長

　
　
関
連
法
の
交
通
弱
者
対
策

に
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
モ
デ

ル
が
あ
る
。
経
費
と
狭
い
道
の

問
題
も
あ
る
が
検
討
を
求
め
る
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
復
活
は
県

主
導
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

強
く
働
き
か
け
る
べ
き
だ
と
思

う
。
地
域
資
源
活
性
化
法
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
開

発
に
地
域
の
文
化
・
歴
史
を
活

か
し
現
存
す
る
も
の
や
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
で

活
用
を
。

地
方
創
生
関
連
法
で
の
取
り
組
み
は

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
を
民
間
で
も
開
発
／
町
長

デ
マ
ン
ド
バ
ス
導
入
は
難
し
い
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

住
民
本
位
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
／
総
務
課
長

　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
は
単
独
の
運
行
が
難
し
い
の

で
、
県
に
提
言
し
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
特
産
品
目

的
に
納
税
を
し
て
い
る
認
識
は

あ
る
の
で
、
希
少
糖
を
使
っ
た

商
品
な
ど
民
間
で
開
発
し
て
も

ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
マ

ン
ド
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
は
目
的
地
や
利
用
時
間
を
調

整
す
る
必
要
が
あ
り
、
利
用
者

の
利
便
性
を
考
え
て
も
現
時
点

で
導
入
は
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納

税
に
関
し
て
は
、
金
額
に
応
じ

て
宇
多
津
の
塩
や
塩
あ
め
、
古

代
米
関
連
商
品
を
送
っ
て
い
る
。

我
々
は
住
ん
で
い
る
住
民
の
皆

様
に
、
い
か
に
ご
満
足
い
た
だ

け
る
か
が
一
番
だ
と
考
え
、
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　
若
い
世
代
の
定
住

促
進
を
促
す
施
策
は
必
要
。
固

定
資
産
税
の
減
免
を
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
町
独
自
の
条
例
化
を

す
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
今
年
度
は
地
方
創

生
で
新
婚
世
帯
の
家
賃
補
助
の

制
度
を
始
め
た
。
新
築
の
補
助

や
固
定
資
産
減
免
も
一
つ
の
選

択
肢
で
は
あ
る
が
、
予
算
を
伴

う
。
今
後
も
人
口
減
少
対
策
に

全
力
で
取
り
組
み
た
い
。

作
り
、
ミ
ス
ト
が
出
る
装
置
や

子
ど
も
た
ち
が
水
遊
び
で
き
る

噴
水
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１

３
年
策
定
の
宇
多
津
町
総
合
計

画
に
お
い
て
、
平
成
35
年
の
目

標
人
口
を
２
万
人
に
設
定
し
て

い
る
。
各
種
関
係
デ
ー
タ
の
収

集
を
現
在
行
な
っ
て
お
り
、
将

来
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
る
状

況
に
は
な
い
。
総
合
戦
略
は
10

月
に
策
定
す
る
予
定
。
助
言
を

い
た
だ
く
有
識
者
は
、
産
業
、

行
政
、
大
学
、
金
融
、
労
働
団

体
、
報
道
な
ど
の
各
分
野
か
ら

本
町
に
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る

方
で
、
で
き
る
だ
け
若
い
世
代

に
お
願
い
し
た
い
。

若い世帯が多い新興住宅地
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⒈
　
78
万
５
千
203
円
。

⒉
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
に

　
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
香
港

　
へ
の
販
路
拡
大
や
観
光
客
誘

　
客
の
セ
ー
ル
ス
活
動
を
行
な

　
っ
て
い
る
。

⒊
　
４
月
時
点
で
15
団
体
。
当

　
初
か
ら
７
団
体
の
減
。

⒋
　
３
年
を
一
つ
の
節
目
と
考

　
え
る
自
治
体
も
多
く
、
脱
退

　
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
自
治

　
体
も
あ
っ
た
。

　
　平
成
25
年
12
月
議
会
で
の

私
の
質
問
後
、
県
公
安
委
員
会
、

中
讃
土
木
事
務
所
の
同
意
を
得

る
た
め
の
改
良
設
計
に
と
り
か

か
っ
た
と
聞
い
た
が
、
そ
の
後

の
進
捗
が
見
え
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
う
か
が
い
た
い
。

ま
た
関
係
機
関
と
の
協
議
を
き

ち
ん
と
果
た
し
て
理
解
を
得
ら

れ
る
努
力
を
さ
れ
た
の
か
ど
う

か
、
誠
実
な
答
弁
を
お
願
い
す

る
。

鍋
谷
７
号
線
の
供
用
開
始
は

　
　
　
　
　
い
つ
に
な
る
の
か

対
面
通
行
か一
方
通
行
か
の
形
態
は
、

　
　警
察
と
の
協
議
に
よ
る
／
地
域
整
備
課
長

藍川 佳津樹　議員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
３

月
に
中
讃
土
木
事
務
所
に
出
向

き
、
協
議
を
行
な
っ
た
。
構
造

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　関
係
機
関
の
担
当
者

が
替
わ
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

引
継
ぎ
の
手
は
打
っ
た
の
か
。

振
り
出
し
に
戻
っ
て
取
り
組
む

べ
き
問
題
だ
と
思
う
が
方
針
を

う
か
が
い
た
い
。

　
　
　
　減
額
補
正
で
予
算
を

削
減
す
る
気
は
な
い
か
。

　
　武
雄
市
の
樋
渡
前
市
長
の

佐
賀
県
知
事
選
落
選
で
、
武
雄

市
は
彼
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

失
い
、
本
事
業
の
運
営
が
危
惧

さ
れ
る
。
武
雄
市
に
追
従
の
本

町
も
影
響
は
免
れ
な
い
。
そ
こ

で
以
下
の
質
問
に
答
弁
い
た
だ

き
た
い
。

⒈

　宇
多
津
町
関
連
の
直
近
一

　年
間
の
売
上
げ
状
況

⒉

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
営
業
状

　況
と
戦
略
お
よ
び
見
通
し

⒊

　参
加
自
治
体
数
の
推
移

自治体型通販の将来は

本町の知名度、認知度を高める
という目的もある ／町長

一般質問傍聴一般質問傍聴
　平成２７年第２回定例会は、今年もクールビズをかねて「アロハ議会」として開催しました。
アロハ議会では、議員は開会日から閉会までの本会議・委員会すべてアロハシャツを着用し、
職員は一般質問の２日間のみ着用しました。
　今年は地方統一選挙もあり新人２名を加えてのアロハ議会となりました。宇多津町議会はこ
れからも皆様に関心を持っていただけるよう、議員全員で努力してまいります。皆様のご意見
に耳を傾けて、しっかりと受け止めてまいりますので、今後ともご意見をお寄せください。
　今回も傍聴者アンケートにお答えいただきまして、ありがとうございました。

ご意見いろいろ
・アロハシャツを統一してみてはどうか。

・町の職員全員がアロハシャツを着てはどうか。

・質問の内容が小さい。もっと大きな目で今の

　宇多津を見てほしい。

・新人議員は落ち着いて質問できていた。

・語尾のはっきりしない人は聞き取りにくい。

的
に
は
問
題
が
な
い
の
で
、
対

面
通
行
か
一
方
通
行
か
の
形
態

は
、
警
察
の
協
議
に
よ
る
町
と

警
察
で
詰
め
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
公

安
委
員
会
に
は
ま
だ
出
向
い
て

い
な
い
。
３
月
の
中
讃
土
木
事

⒋

　今
後
の
協
議
会
存
続
の
見

　通
し

供用開始を待つ鍋谷７号線

静岡県の地図で説明する職員

務
所
で
の
協
議
で
、
い
く
つ
か

の
指
導
を
受
け
、
現
在
は
設
計

事
務
所
で
図
面
を
作
成
中
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
商
品
販
路
を
持
た

な
い
町
内
の
中
小
零
細
企
業
の

支
援
、
本
町
の
知
名
度
、
認
知

度
を
高
め
る
と
い
う
目
的
も
あ

る
の
で
、
今
し
ば
ら
く
様
子
を

見
て
判
断
し
た
い
。

傍聴者数　　２５名
男性　１３名・女性　１２名
５０歳未満  １０%・５０歳以上  ９０%
アンケート数　１５名

　
静
岡
県
の
大
井
川
、
左
岸
地
域
の
３

市
（
島
田
市
・
藤
枝
市
・
焼
津
市
）
右

岸
地
域
の
４
市
（
御
前
崎
市
・
掛
川
市

・
菊
川
市
・
牧
之
原
市
）
に
水
道
用
水

を
供
給
し
て
い
る
事
業
で
す
。
地
域
の

状
況
な
ら
び
に
水
資
源
の
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、
静
岡
県
と
４
市
10
町
（
現

在
７
市
）
は
水
道
用
水
供
給
事
業
を
共

同
処
理
す
る
た
め
組
合
を
設
け
、
昭
和

52
年
に
長
島
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
静
岡

県
大
井
川
広
域
水
道
企
業
団
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
企
業
団
は
一
つ
の
公
共
団
体
と
し
て
、

議
会
と
執
行
機
関
を
持
ち
運
営
さ
れ
て

お
り
、
議
員
は
各
市
の
首
長
で
す
。

７
市
合
わ
せ
る
と
、
面
積
１
１
１
０
㎢

（
香
川
県
の
60
％
）
人
口
61
万
５
千
人

（
香
川
県
の
62
％
）
、
平
成
26
年
度
の

１
日
最
大
給
水
量
は
11
万
６
７
０
０
㎥
、

年
間
給
水
量
は
４
０
６
９
万
９
５
６
㎥

で
す
。
収
益
的
収
入
は
46
億
７
５
０
０

万
円
、
支
出
は
38
億
７
４
０
０
万
円
で
、

利
益
は
８
億
１
０
０
万
円
。
企
業
団
構

成
団
体
の
上
水
道
料
金
は
市
に
よ
り

異
な
り
、
20
㎥
で
１
７
０
１
円
〜
３

５
１
７
円
と
、
自
己
水
源
が
少
な
い

市
ほ
ど
高
く
、
多
い
市
ほ
ど
安
く
な

っ
て
い
ま
す
。
資
本
費
の
確
実
な
回

収
と
受
水
団
体
相
互
の
負
担
の
公
平

を
期
す
た
め
、
企
業
団
か
ら
の
用
水

供
給
料
金
は
二
部
料
金
制
、
責
任
水

量
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
や
節
水
型
家
電
の
普
及
に
よ
り
、

供
給
水
量
が
減
少
し
て
お
り
、
今
後

も
供
給
水
量
が
増
加
し
そ
う
に
な
い

た
め
、
企
業
団
の
安
定
経
営
に
は
、

基
本
料
金
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。
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問

浅
野
ま
ち
づ
く
り
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

松
井
地
域
整
備
課
長

再
質
問

再
質
問

問

谷
川
町
長

研
修
報
告

研
修
報
告

静
岡
県
大
井
川

広
域
企
業
団

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　

⒈
　
78
万
５
千
203
円
。

⒉
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
拠
点
に

　
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
香
港

　
へ
の
販
路
拡
大
や
観
光
客
誘

　
客
の
セ
ー
ル
ス
活
動
を
行
な

　
っ
て
い
る
。

⒊
　
４
月
時
点
で
15
団
体
。
当

　
初
か
ら
７
団
体
の
減
。

⒋
　
３
年
を
一
つ
の
節
目
と
考

　
え
る
自
治
体
も
多
く
、
脱
退

　
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
自
治

　
体
も
あ
っ
た
。

　
　平
成
25
年
12
月
議
会
で
の

私
の
質
問
後
、
県
公
安
委
員
会
、

中
讃
土
木
事
務
所
の
同
意
を
得

る
た
め
の
改
良
設
計
に
と
り
か

か
っ
た
と
聞
い
た
が
、
そ
の
後

の
進
捗
が
見
え
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
う
か
が
い
た
い
。

ま
た
関
係
機
関
と
の
協
議
を
き

ち
ん
と
果
た
し
て
理
解
を
得
ら

れ
る
努
力
を
さ
れ
た
の
か
ど
う

か
、
誠
実
な
答
弁
を
お
願
い
す

る
。

鍋
谷
７
号
線
の
供
用
開
始
は

　
　
　
　
　
い
つ
に
な
る
の
か

対
面
通
行
か一
方
通
行
か
の
形
態
は
、

　
　警
察
と
の
協
議
に
よ
る
／
地
域
整
備
課
長

藍川 佳津樹　議員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
３

月
に
中
讃
土
木
事
務
所
に
出
向

き
、
協
議
を
行
な
っ
た
。
構
造

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　関
係
機
関
の
担
当
者

が
替
わ
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

引
継
ぎ
の
手
は
打
っ
た
の
か
。

振
り
出
し
に
戻
っ
て
取
り
組
む

べ
き
問
題
だ
と
思
う
が
方
針
を

う
か
が
い
た
い
。

　
　
　
　減
額
補
正
で
予
算
を

削
減
す
る
気
は
な
い
か
。

　
　武
雄
市
の
樋
渡
前
市
長
の

佐
賀
県
知
事
選
落
選
で
、
武
雄

市
は
彼
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

失
い
、
本
事
業
の
運
営
が
危
惧

さ
れ
る
。
武
雄
市
に
追
従
の
本

町
も
影
響
は
免
れ
な
い
。
そ
こ

で
以
下
の
質
問
に
答
弁
い
た
だ

き
た
い
。

⒈

　宇
多
津
町
関
連
の
直
近
一

　年
間
の
売
上
げ
状
況

⒉

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
営
業
状

　況
と
戦
略
お
よ
び
見
通
し

⒊

　参
加
自
治
体
数
の
推
移

自治体型通販の将来は

本町の知名度、認知度を高める
という目的もある ／町長

一般質問傍聴一般質問傍聴
　平成２７年第２回定例会は、今年もクールビズをかねて「アロハ議会」として開催しました。
アロハ議会では、議員は開会日から閉会までの本会議・委員会すべてアロハシャツを着用し、
職員は一般質問の２日間のみ着用しました。
　今年は地方統一選挙もあり新人２名を加えてのアロハ議会となりました。宇多津町議会はこ
れからも皆様に関心を持っていただけるよう、議員全員で努力してまいります。皆様のご意見
に耳を傾けて、しっかりと受け止めてまいりますので、今後ともご意見をお寄せください。
　今回も傍聴者アンケートにお答えいただきまして、ありがとうございました。

ご意見いろいろ
・アロハシャツを統一してみてはどうか。

・町の職員全員がアロハシャツを着てはどうか。

・質問の内容が小さい。もっと大きな目で今の

　宇多津を見てほしい。

・新人議員は落ち着いて質問できていた。

・語尾のはっきりしない人は聞き取りにくい。

的
に
は
問
題
が
な
い
の
で
、
対

面
通
行
か
一
方
通
行
か
の
形
態

は
、
警
察
の
協
議
に
よ
る
町
と

警
察
で
詰
め
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
の
公

安
委
員
会
に
は
ま
だ
出
向
い
て

い
な
い
。
３
月
の
中
讃
土
木
事

⒋

　今
後
の
協
議
会
存
続
の
見

　通
し

供用開始を待つ鍋谷７号線

静岡県の地図で説明する職員

務
所
で
の
協
議
で
、
い
く
つ
か

の
指
導
を
受
け
、
現
在
は
設
計

事
務
所
で
図
面
を
作
成
中
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
商
品
販
路
を
持
た

な
い
町
内
の
中
小
零
細
企
業
の

支
援
、
本
町
の
知
名
度
、
認
知

度
を
高
め
る
と
い
う
目
的
も
あ

る
の
で
、
今
し
ば
ら
く
様
子
を

見
て
判
断
し
た
い
。

傍聴者数　　２５名
男性　１３名・女性　１２名
５０歳未満  １０%・５０歳以上  ９０%
アンケート数　１５名

　
静
岡
県
の
大
井
川
、
左
岸
地
域
の
３

市
（
島
田
市
・
藤
枝
市
・
焼
津
市
）
右

岸
地
域
の
４
市
（
御
前
崎
市
・
掛
川
市

・
菊
川
市
・
牧
之
原
市
）
に
水
道
用
水

を
供
給
し
て
い
る
事
業
で
す
。
地
域
の

状
況
な
ら
び
に
水
資
源
の
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、
静
岡
県
と
４
市
10
町
（
現

在
７
市
）
は
水
道
用
水
供
給
事
業
を
共

同
処
理
す
る
た
め
組
合
を
設
け
、
昭
和

52
年
に
長
島
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
静
岡

県
大
井
川
広
域
水
道
企
業
団
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
企
業
団
は
一
つ
の
公
共
団
体
と
し
て
、

議
会
と
執
行
機
関
を
持
ち
運
営
さ
れ
て

お
り
、
議
員
は
各
市
の
首
長
で
す
。

７
市
合
わ
せ
る
と
、
面
積
１
１
１
０
㎢

（
香
川
県
の
60
％
）
人
口
61
万
５
千
人

（
香
川
県
の
62
％
）
、
平
成
26
年
度
の

１
日
最
大
給
水
量
は
11
万
６
７
０
０
㎥
、

年
間
給
水
量
は
４
０
６
９
万
９
５
６
㎥

で
す
。
収
益
的
収
入
は
46
億
７
５
０
０

万
円
、
支
出
は
38
億
７
４
０
０
万
円
で
、

利
益
は
８
億
１
０
０
万
円
。
企
業
団
構

成
団
体
の
上
水
道
料
金
は
市
に
よ
り

異
な
り
、
20
㎥
で
１
７
０
１
円
〜
３

５
１
７
円
と
、
自
己
水
源
が
少
な
い

市
ほ
ど
高
く
、
多
い
市
ほ
ど
安
く
な

っ
て
い
ま
す
。
資
本
費
の
確
実
な
回

収
と
受
水
団
体
相
互
の
負
担
の
公
平

を
期
す
た
め
、
企
業
団
か
ら
の
用
水

供
給
料
金
は
二
部
料
金
制
、
責
任
水

量
制
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
や
節
水
型
家
電
の
普
及
に
よ
り
、

供
給
水
量
が
減
少
し
て
お
り
、
今
後

も
供
給
水
量
が
増
加
し
そ
う
に
な
い

た
め
、
企
業
団
の
安
定
経
営
に
は
、

基
本
料
金
の
見
直
し
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
よ
う
で
す
。
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　こ
の
度
の
本
庁
舎
耐
震
改
修
事
業

を
機
会
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な

る
向
上
を
図
る
た
め
に
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
取
り
組
み
の
先
進
自

治
体
の
事
情
を
視
察
し
、
そ
の
成
果

を
事
業
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
研
修

し
ま
し
た
。

福
岡
県
大
野
城
市

　全
国
で
も
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
こ
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
平
成
17
年
、
現
在
の
井

本
市
長
が
選
挙
公
約
と
し
て
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

に
よ
り
窓
口
改
善
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

一
度
の
手
続
き
で
、
必
要
と
す
る
関

連
作
業
を
す
べ
て
完
了
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
。

住
民
に
と
っ
て
は
大
変
便
利
で
、
い

わ
ゆ
る
タ
ラ
イ
回
し
を
防
げ
ま
す
。

＊
市
民
満
足
度
の
向
上
と
コ
ス
ト

　削
減
の
両
立

　大
野
城
市
が
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
た
背
景
に
は
、
職
員
数
が

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
わ
れ

る
少
な
さ
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
事
情

か
ら
、
積
極
的
に
民
間
委
託
を
進
め

て
き
た
土
壌
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

　こ
れ
ま
で
は
委
託
が
難
し
い
と
い

わ
れ
て
い
た
民
間
委
託
の
手
法
を
模

索
、
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

＊
民
間
委
託
の
効
用

　民
間
企
業
は
来
庁
者
に
対
し
て
、

「
お
客
さ
ま
」
と
い
う
言
い
方
を
当
り

前
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
職
員
も
そ

れ
に
習
い
、
住
民
を
「
お
客
さ
ま
」
と

呼
ん
で
い
る
光
景
を
目
の
あ
た
り
に
し
、

す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
わ
れ

わ
れ
視
察
団
へ
の
説
明
で
も
、
住
民
と

い
う
言
葉
は
一
度
も
使
わ
れ
ず
、
す
べ

て
「
お
客
さ
ま
」
で
通
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る
意
味
で
最
大
の
収
穫
で
あ
り
ま
し

た
。

広
島
県
熊
野
町

　平
成
13
年
の
新
庁
舎
完
成
を
機
に
、

よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
庁

舎
機
能
向
上
の
延
長
線
上
で
、
平
成
18

年
か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　熊
野
町
の
取
り
組
み
方
と
し
て
は
、

町
の
実
情
（
庁
舎
規
模
、
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
量
と
供
給
体
制
な
ど
）
に
基
づ
き

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
定
義
づ
け
と
し
て
窓

口
の
統
合
と
い
う
結
論
を
導
き
ま
し
た
。

　民
間
委
託
の
道
も
模
索
し
ま
し
た
が
、

現
状
と
し
て
は
委
託
費
用
の
問
題
が
あ

り
、
と
り
あ
え
ず
は
身
の
丈
に
あ
っ
た

自
前
の
運
営
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
取
り
組
み
の
主
眼
は

　①
一
つ
の
場
所
で
完
結

　②
手
続
き
と
相
談
を
同
時
実
施

　③
同
じ
席
で
複
数
の
需
要
に
対
応

　④
一
度
で
各
種
手
続
き
が
完
結

　⑤
よ
り
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
町
が
提
供

　熊
野
町
で
も
我
々
に
配
布
さ
れ
た
説
明

資
料
に
も
、
来
庁
者
で
は
な
く
「
来
客

者
」
と
の
表
記
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
、

大
野
城
市
と
同
様
、
職
員
の
意
識
改
革
が

進
ん
で
い
る
と
の
印
象
を
強
く
し
ま
し
た
。

満
足
度
調
査

熊野町庁舎　入り口付近

 

住
民
は
お
客
様

 

〜
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
〜

大
野
城
市

熊
野
町

取
り
組
み
前  

取
り
組
み
後

55
・
9
％
　
　
72
・
０
％

53
・
9
％
　
　
76
・
２
％

魅力がいっぱい…長野県飯田市魅力がいっぱい…長野県飯田市
　飯田市は長野県南部にある人口10万人ほどの市です。昭和22年
に中心市街地が大火にあい市街地の2/3が焼失しました。地元の中
学生が「自分たちの手で美しい街をつくろう」とりんごの木を植え、
やがて「りんご並木」となりました。今でも地元の中学生がりんご
の木の手入れをし、秋には収穫をしています。大火復興のシンボル
「りんご並木」は飯田市民の心のシンボルにもなっています。

　平成10年、さびれていく市街地の再開発事業のために飯田市、商工会議所、市民などが㈱飯
田まちづくりカンパニーを設立しました。手始めに飯田市の復興のシンボル「りんご並木」に
隣接する通称「丘の上」に、１階が店舗のマンションを建て、次々に周辺を再開発しました。

　何棟かに分かれていた分庁舎は取り壊し、旧本庁舎はインフ
ラ整備をする部署や食堂、大会議場の機能を残すように、現在
改修しています。また、新庁舎は市民の暮らしと安全を守る拠
点と位置づけ、市民の利用頻度の高い部署（市民課、保健課、
福祉課など）を１階のワンフロアにまとめています。木をふん
だんに使った温かみのあるデザインで、明るく落ち着いた印象
を与えます。玄関を入るとすぐにコンシェルジュが声掛けをし、
用件を尋ねてくれます。
　市民に開かれた議会を目指す市では、議場を傍聴しやすい２
階に配置しています。議場はフラットで机やいすも可動式のた
め、災害対応のほか、他の目的にも利用できます。議場の奥に
は危機管理センター、オペレーションルームがあり、災害時に
は壁を外してワンフロアで使用できるという優れものです。
　さらに庁舎の屋根には太陽光パネルが敷き詰められており、
自然エネルギーを活用しています。庁舎の天井は一般的な庁舎
より低く設計されているため、熱効率が良く省エネルギー化が
図られています。２階、３階の窓にはバルコニーがついていて、窓のメンテナンスは職員でも行
なえるのでメンテナンスの費用がかかりません。
　照明は全てＬＥＤ、空調はガスと電気の混合で、重油の発電機は５日間の電気をまかなうこと
ができます。「身の丈に合った庁舎」と表現されていましたが、それは市民に寄り添う、アイデ
ア満載の庁舎でもありました。

旧庁舎耐震改修と新庁舎

飯田まちづくりカンパニー

大野城市のまどかフロア（庁舎総合受付）

木をふんだんに使った飯田市役所のホール

りんご並木の手入れをする中学生

議場は可動式の机といすで多目的に使える

マンションの前のスペース はイベント広場に

また「りんご並木活性化事業」として、月１回りんご並木周辺
を歩行者天国にし、いろんな出店が並びます。月ごとに人形劇
イベント、ゆるキャラショー、ご当地グルメ、サブカルチャー
のイベントなども開催され、年間３万人を超える来場者で賑わ
っています。
　まちづくりカンパニーでは、計画的に空き地を購入してマン
ションや介護付き高齢者住宅を分譲するほか、趣きのある空き
家を買い取ってリノベーションし、店舗として貸し出しています。
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　こ
の
度
の
本
庁
舎
耐
震
改
修
事
業

を
機
会
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
更
な

る
向
上
を
図
る
た
め
に
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
取
り
組
み
の
先
進
自

治
体
の
事
情
を
視
察
し
、
そ
の
成
果

を
事
業
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
研
修

し
ま
し
た
。

福
岡
県
大
野
城
市

　全
国
で
も
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
こ
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
平
成
17
年
、
現
在
の
井

本
市
長
が
選
挙
公
約
と
し
て
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
改
革
を
掲
げ
ま
し
た
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

に
よ
り
窓
口
改
善
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

一
度
の
手
続
き
で
、
必
要
と
す
る
関

連
作
業
を
す
べ
て
完
了
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
に
設
計
さ
れ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
。

住
民
に
と
っ
て
は
大
変
便
利
で
、
い

わ
ゆ
る
タ
ラ
イ
回
し
を
防
げ
ま
す
。

＊
市
民
満
足
度
の
向
上
と
コ
ス
ト

　削
減
の
両
立

　大
野
城
市
が
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
進
め
た
背
景
に
は
、
職
員
数
が

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
わ
れ

る
少
な
さ
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
事
情

か
ら
、
積
極
的
に
民
間
委
託
を
進
め

て
き
た
土
壌
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

　こ
れ
ま
で
は
委
託
が
難
し
い
と
い

わ
れ
て
い
た
民
間
委
託
の
手
法
を
模

索
、
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

＊
民
間
委
託
の
効
用

　民
間
企
業
は
来
庁
者
に
対
し
て
、

「
お
客
さ
ま
」
と
い
う
言
い
方
を
当
り

前
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
職
員
も
そ

れ
に
習
い
、
住
民
を
「
お
客
さ
ま
」
と

呼
ん
で
い
る
光
景
を
目
の
あ
た
り
に
し
、

す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
わ
れ

わ
れ
視
察
団
へ
の
説
明
で
も
、
住
民
と

い
う
言
葉
は
一
度
も
使
わ
れ
ず
、
す
べ

て
「
お
客
さ
ま
」
で
通
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る
意
味
で
最
大
の
収
穫
で
あ
り
ま
し

た
。

広
島
県
熊
野
町

　平
成
13
年
の
新
庁
舎
完
成
を
機
に
、

よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
庁

舎
機
能
向
上
の
延
長
線
上
で
、
平
成
18

年
か
ら
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　熊
野
町
の
取
り
組
み
方
と
し
て
は
、

町
の
実
情
（
庁
舎
規
模
、
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
量
と
供
給
体
制
な
ど
）
に
基
づ
き

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
定
義
づ
け
と
し
て
窓

口
の
統
合
と
い
う
結
論
を
導
き
ま
し
た
。

　民
間
委
託
の
道
も
模
索
し
ま
し
た
が
、

現
状
と
し
て
は
委
託
費
用
の
問
題
が
あ

り
、
と
り
あ
え
ず
は
身
の
丈
に
あ
っ
た

自
前
の
運
営
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　そ
の
取
り
組
み
の
主
眼
は

　①
一
つ
の
場
所
で
完
結

　②
手
続
き
と
相
談
を
同
時
実
施

　③
同
じ
席
で
複
数
の
需
要
に
対
応

　④
一
度
で
各
種
手
続
き
が
完
結

　⑤
よ
り
多
彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
町
が
提
供

　熊
野
町
で
も
我
々
に
配
布
さ
れ
た
説
明

資
料
に
も
、
来
庁
者
で
は
な
く
「
来
客

者
」
と
の
表
記
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
、

大
野
城
市
と
同
様
、
職
員
の
意
識
改
革
が

進
ん
で
い
る
と
の
印
象
を
強
く
し
ま
し
た
。

満
足
度
調
査

熊野町庁舎　入り口付近

 
住
民
は
お
客
様

 

〜
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
〜

大
野
城
市

熊
野
町

取
り
組
み
前  

取
り
組
み
後

55
・
9
％
　
　
72
・
０
％

53
・
9
％
　
　
76
・
２
％

魅力がいっぱい…長野県飯田市魅力がいっぱい…長野県飯田市
　飯田市は長野県南部にある人口10万人ほどの市です。昭和22年
に中心市街地が大火にあい市街地の2/3が焼失しました。地元の中
学生が「自分たちの手で美しい街をつくろう」とりんごの木を植え、
やがて「りんご並木」となりました。今でも地元の中学生がりんご
の木の手入れをし、秋には収穫をしています。大火復興のシンボル
「りんご並木」は飯田市民の心のシンボルにもなっています。

　平成10年、さびれていく市街地の再開発事業のために飯田市、商工会議所、市民などが㈱飯
田まちづくりカンパニーを設立しました。手始めに飯田市の復興のシンボル「りんご並木」に
隣接する通称「丘の上」に、１階が店舗のマンションを建て、次々に周辺を再開発しました。

　何棟かに分かれていた分庁舎は取り壊し、旧本庁舎はインフ
ラ整備をする部署や食堂、大会議場の機能を残すように、現在
改修しています。また、新庁舎は市民の暮らしと安全を守る拠
点と位置づけ、市民の利用頻度の高い部署（市民課、保健課、
福祉課など）を１階のワンフロアにまとめています。木をふん
だんに使った温かみのあるデザインで、明るく落ち着いた印象
を与えます。玄関を入るとすぐにコンシェルジュが声掛けをし、
用件を尋ねてくれます。
　市民に開かれた議会を目指す市では、議場を傍聴しやすい２
階に配置しています。議場はフラットで机やいすも可動式のた
め、災害対応のほか、他の目的にも利用できます。議場の奥に
は危機管理センター、オペレーションルームがあり、災害時に
は壁を外してワンフロアで使用できるという優れものです。
　さらに庁舎の屋根には太陽光パネルが敷き詰められており、
自然エネルギーを活用しています。庁舎の天井は一般的な庁舎
より低く設計されているため、熱効率が良く省エネルギー化が
図られています。２階、３階の窓にはバルコニーがついていて、窓のメンテナンスは職員でも行
なえるのでメンテナンスの費用がかかりません。
　照明は全てＬＥＤ、空調はガスと電気の混合で、重油の発電機は５日間の電気をまかなうこと
ができます。「身の丈に合った庁舎」と表現されていましたが、それは市民に寄り添う、アイデ
ア満載の庁舎でもありました。

旧庁舎耐震改修と新庁舎

飯田まちづくりカンパニー

大野城市のまどかフロア（庁舎総合受付）

木をふんだんに使った飯田市役所のホール

りんご並木の手入れをする中学生

議場は可動式の机といすで多目的に使える

マンションの前のスペース はイベント広場に

また「りんご並木活性化事業」として、月１回りんご並木周辺
を歩行者天国にし、いろんな出店が並びます。月ごとに人形劇
イベント、ゆるキャラショー、ご当地グルメ、サブカルチャー
のイベントなども開催され、年間３万人を超える来場者で賑わ
っています。
　まちづくりカンパニーでは、計画的に空き地を購入してマン
ションや介護付き高齢者住宅を分譲するほか、趣きのある空き
家を買い取ってリノベーションし、店舗として貸し出しています。
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（平成26年９月一般質問）

宇多津スポーツ少年団野球部
　宇多津スポーツ少年団野球部は、創立から40年ほど。
毎週水、土、日曜日に宇多津北小学校や宇多津小学校
などのグランドで練習に汗を流しています。毎年、坂
出市長杯、おじょも杯、県大会予選など県内の大会を
中心に年間１２もの試合をこなしています。最近は部
員の減少で成績はふるいませんが、それでも昨年度の
宇多津町長杯では準優勝という素晴らしい成績を残し

①藏元　響彩くん

②センター

③坂本勇人（巨人）

④野球でいっぱい走

　るのでマラソン大

　会上位とれるよ。

①白川　光希くん

②ピッチャー

③菅野智之（巨人）

④キャプテンです。

   試合で優勝したい。

①多田羅　賢伸くん

②ピッチャー

③今宮健太（ソフトバンク）

④エースとして優勝した

   い。

白川　渉監督より
　このチームは宇多津
小、宇多津北小に通う
１２名のチームです。学校や学
年の垣根を越えてとても仲が良
く、チームワークは一押しです。
「気持ちで負けるな。感謝を忘
れるな。」を柱に日々成長を続
けてきました。
　全メンバーが自覚、責任を持
って“全員野球”を貫きます。
　応援よろしくお願いします。

応援しょうでぇ～
宇多津っ子

米飯給食が増えました米飯給食が増えました

ドライブレコーダーが設置されましたドライブレコーダーが設置されました

　県内では交通死亡事故が多発しています。本町でも昨年12月と今年３月に重大事故が２

件発生しました。２件とも交差点の横断歩道上でのことでした。警察では立て看板を建て目

撃者を捜していました。最近の車には、ドライブレコーダー（車載専用録画装置）が取り付

けられていることが多くなりました。事故原因の記録、安全運転の意識向上、ドライブ風景

の記録、防犯が主な用途で、特に事故当時の映像は、非常に有用です。映像も無く目撃者も

いないと、責任の所在を巡りトラブルになるケースにもありますが、映像による明確な証拠

があればスムーズな事故処理が可能です。可視化によりドライバーの安全運転にもつながり

ます。危険運転や信号無視を抑制し安全運転

意識を向上させることで、事故率の低下が見

込まれます。また常に録画されるので、自車

の事故だけでなく周囲の事故や事件も記録す

ることができます。本町では新車購入時や使

用頻度の多い車には、ドライブレコーダーの

設置を検討しています。

（平成27年３月一般質問）

ドライブレコーダーが設置された公用車

脂質が減らせる「米飯給食」
チームを引っ張る４人の６年生

　本町では、小中学生の血液検査を行なっていますが、脂質異常（高脂血症）は全体の20

％近く、また肥満も10％ほど見られます。この血液検査を推奨してこられた香川短期大学

名誉教授　北川博敏氏によれば、原因は脂肪の取り過ぎだということでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで今、米飯給食が見直されています。米飯給

　　　　　　　　　　　　　　　　　　食は和食中心になるので、肉や油を控え、魚や野菜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を摂取しやすくなるからです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年度から、本町の米飯給食は週３回から3.5回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に増えました。また、町内の小学校では「お弁当の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日」を取り入れるなど食育に力を入れており、学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　から広がる「食育」に期待が寄せられています。

６年生にインタビュー
①名前　　　　②ポジション　
③好きな選手　④一言メッセージ

くらもと しらかわ　　こう  き

しらかわ　  わたる

た　た　ら　　 けんしんひいろ

①郷　太虎くん

②サード

③田中将大（ヤンキース）

④野球部は仲間が出来て

　楽しいのでぜひ入部し

　てください。

たい がごう

ました。
　そんなチームを引っ張るのは４人の６年生。今年も
たくさんの試合で大活躍。１１月には引退試合の位置
づけでもある“宇多津町長旗争奪少年野球大会”が控
えています。この大会は伝統ある大会で県内外１５チーム以上が参加し２日間の熱戦を繰り広げます。
　来年度は第２０回の記念大会を迎えます。共に戦う新メンバーを大募集中です。

問い合わせ先　代表：宮本将年（090-3183-4522）
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（平成26年９月一般質問）

宇多津スポーツ少年団野球部
　宇多津スポーツ少年団野球部は、創立から40年ほど。
毎週水、土、日曜日に宇多津北小学校や宇多津小学校
などのグランドで練習に汗を流しています。毎年、坂
出市長杯、おじょも杯、県大会予選など県内の大会を
中心に年間１２もの試合をこなしています。最近は部
員の減少で成績はふるいませんが、それでも昨年度の
宇多津町長杯では準優勝という素晴らしい成績を残し

①藏元　響彩くん

②センター

③坂本勇人（巨人）

④野球でいっぱい走

　るのでマラソン大

　会上位とれるよ。

①白川　光希くん

②ピッチャー

③菅野智之（巨人）

④キャプテンです。

   試合で優勝したい。

①多田羅　賢伸くん

②ピッチャー

③今宮健太（ソフトバンク）

④エースとして優勝した

   い。

白川　渉監督より
　このチームは宇多津
小、宇多津北小に通う
１２名のチームです。学校や学
年の垣根を越えてとても仲が良
く、チームワークは一押しです。
「気持ちで負けるな。感謝を忘
れるな。」を柱に日々成長を続
けてきました。
　全メンバーが自覚、責任を持
って“全員野球”を貫きます。
　応援よろしくお願いします。

応援しょうでぇ～
宇多津っ子

米飯給食が増えました米飯給食が増えました

ドライブレコーダーが設置されましたドライブレコーダーが設置されました

　県内では交通死亡事故が多発しています。本町でも昨年12月と今年３月に重大事故が２

件発生しました。２件とも交差点の横断歩道上でのことでした。警察では立て看板を建て目

撃者を捜していました。最近の車には、ドライブレコーダー（車載専用録画装置）が取り付

けられていることが多くなりました。事故原因の記録、安全運転の意識向上、ドライブ風景

の記録、防犯が主な用途で、特に事故当時の映像は、非常に有用です。映像も無く目撃者も

いないと、責任の所在を巡りトラブルになるケースにもありますが、映像による明確な証拠

があればスムーズな事故処理が可能です。可視化によりドライバーの安全運転にもつながり

ます。危険運転や信号無視を抑制し安全運転

意識を向上させることで、事故率の低下が見

込まれます。また常に録画されるので、自車

の事故だけでなく周囲の事故や事件も記録す

ることができます。本町では新車購入時や使

用頻度の多い車には、ドライブレコーダーの

設置を検討しています。

（平成27年３月一般質問）

ドライブレコーダーが設置された公用車

脂質が減らせる「米飯給食」
チームを引っ張る４人の６年生

　本町では、小中学生の血液検査を行なっていますが、脂質異常（高脂血症）は全体の20

％近く、また肥満も10％ほど見られます。この血液検査を推奨してこられた香川短期大学

名誉教授　北川博敏氏によれば、原因は脂肪の取り過ぎだということでした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そこで今、米飯給食が見直されています。米飯給

　　　　　　　　　　　　　　　　　　食は和食中心になるので、肉や油を控え、魚や野菜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を摂取しやすくなるからです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年度から、本町の米飯給食は週３回から3.5回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に増えました。また、町内の小学校では「お弁当の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　日」を取り入れるなど食育に力を入れており、学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　から広がる「食育」に期待が寄せられています。

６年生にインタビュー
①名前　　　　②ポジション　
③好きな選手　④一言メッセージ

くらもと しらかわ　　こう  き

しらかわ　  わたる

た　た　ら　　 けんしんひいろ

①郷　太虎くん

②サード

③田中将大（ヤンキース）

④野球部は仲間が出来て

　楽しいのでぜひ入部し

　てください。

たい がごう

ました。
　そんなチームを引っ張るのは４人の６年生。今年も
たくさんの試合で大活躍。１１月には引退試合の位置
づけでもある“宇多津町長旗争奪少年野球大会”が控
えています。この大会は伝統ある大会で県内外１５チーム以上が参加し２日間の熱戦を繰り広げます。
　来年度は第２０回の記念大会を迎えます。共に戦う新メンバーを大募集中です。

問い合わせ先　代表：宮本将年（090-3183-4522）
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「
宇
多
津
コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ
」

グ ル ー プ  紹 介元 気 な な か ま

あ
と
が
き

うたづ議会だよりうたづ議会だより
2015

8.１
香川県宇多津町

第56号 　
「
宇
多
津
コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ
」

は
、
昭
和
56
年
宇
多
津
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス
と
し
て
結
成
さ
れ
、

翌
年
、
女
声
合
唱
団
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
団
名
の
「
コ
ー
ロ
・

フ
ィ
オ
ー
レ
」
と
は
「
花
の
コ
ー
ラ

ス
」
と
い
う
意
味
で
す
。
以
来
私
た

ち
は
、
「
花
が
花
び
ら
１
枚
１
枚
で

で
き
て
い
る
よ
う
に
、
団
員
一
人
一

人
の
歌
声
が
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
っ
て

一
つ
の
花
に
な
る
よ
う
に
」
と
い
う

思
い
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
、
６
月
に
開
催
さ
れ
る
「
お

か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
県
大
会
」
に
出

場
し
、
４
年
に
１
度
の
チ
ャ
ン
ス
を

頂
け
る
全
国
大
会
に
も
７
回
出
場
で

き
、
一
昨
年
は
新
生
大
阪
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
で
歌
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
「
宇
多
津
町
制

100
周
年
記
念
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
開
館
記

念
」
「
宇
多
津
町
制
110
周
年
　
ユ
ー

プ
ラ
ザ
開
館
10
周
年
記
念
」
の
コ
ン

サ
ー
ト
や「
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
企
画
・
出
演
す
る
な
ど
、
町
民
の

皆
様
の
温
か
い
応
援
を
い
た
だ
き
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
昨
夏
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

ユ
ー
プ
ラ
ザ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

で
開
催
し
ま
し
た
「
夕
涼
み
コ
ン
サ

　
６
月
13
日
に
自
治
会
連
合
会
主
催
の
防
災
訓

練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
町
内
の
小

中
学
校
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
宇
多
津
北
小
学
校
に
19
自
治
会
約
300
人

が
集
ま
り
、
丸
亀
市
川
西
自
主
防
災
会
を
は
じ

め
、
自
衛
隊
、
香
川
県
赤
十
字
、
防
災
士
会
、

坂
出
消
防
署
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
協
力

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
校
庭
で
は
消
火
訓
練
、
車
い
す
で
の
避
難
訓

練
、
ま
た
体
育
館
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
肺
蘇
生
訓

練
、
毛
布
に
よ
る
担
架
作
成
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
や

レ
ジ
袋
を
使
っ
た
応
急
処
置
な
ど
を
体
験
し
ま

し
た
。
帰
り
に
は
、
婦
人
会
に
よ
る
非
常
食
の

カ
レ
ー
ピ
ラ
フ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。
議
会
も
作

業
服
を
着
用
し
、
体
験
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　
消
火
訓
練
に
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
消
火
器

が
重
か
っ
た
」
と
感
想
を
も
ら
し
、
女
性
参
加

者
は
「
中
々
、
的
に
当
た
ら
な
か
っ
た
。
実
際

の
火
事
で
は
ち
ゃ
ん
と
消
火
を
し
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
理

事
長
さ
ん
は
「
職

場
で
も
こ
の
よ
う

な
訓
練
は
あ
る
が
、

今
日
の
訓
練
は
非

常
に
レ
ベ
ル
が

高
い
。
も
っ
と

多
く
の
人
に
参

加
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」

と
仰
っ
て
い
ま

し
た
。

ー
ト
」
は
お
客
様
と
の
距
離
も
近
く
、

と
て
も
好
評
を
得
た
の
で
、
今
年
も

９
月
26
日
に
「
秋
風
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
ま
す
。
私
た
ち
を
ご
指
導

く
だ
さ
る
渡
辺
先
生
が
指
揮
を
と
ら

れ
る
「
コ
ー
ル・メ
イ
」
の
「
20
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
き
っ
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
様
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
♪

練
習
は
毎
週
火
曜
日
、
午
後
７
時
〜

９
時
、
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
で
行
な

っ
て
い
ま
す
。
心
を
一
つ
に
し
て
一

緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。
和
気
あ
い
あ

い
と
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
練
習

で
す
。
初
心
者
、
経
験
者
ど
な
た
で

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
防
災
の
日
が
制
定

さ
れ
た
由
来
を
ご
存
知
で
す
か
。

９
月
１
日
は
関
東
大
震
災
が
起

こ
っ
た
日
で
、
大
き
な
被
害
を

二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
と

防
災
の
日
が
出
来
た
そ
う
で
す
。

災
害
が
起
こ
っ
た
ら
ま
ず
自
ら

の
身
は
自
分
た
ち
で
守
る
自
助
、

近
隣
が
互
い
に
助
け
合
う
共
助
、

公
的
機
関
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ

る
公
助
と
い
わ
れ
ま
す
。
災
害

時
に
自
助
、
共
助
、
公
助
が
互

い
に
連
携
し
一
体
と
な
る
こ
と

で
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
早
急

の
復
旧
、
復
興
に
つ
な
が
り
ま

す
。
災
害
時
に
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
訓

練
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
世
代
、

小
中
学
生
に
も
訓
練
の
参
加
を

呼
び
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
訓
練
は
実
践
な
り
！！

　
　
　
　
　
　
（
大
黒
一
也
）

議員も作業服を着用して訓練に参加

好評だった夕涼みコンサート

県大会出場

平成27年 第2回定例会
町政を問う（一般質問）

住民はお客様（ワンストップサービス）
追跡調査　ドライブレコーダーほか

「応援しょうでぇ～宇多津っ子」

4

2

17

19

18

町
議
会
も
防
災
訓
練

町
議
会
も
防
災
訓
練

議
会
広
報
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
濵
中
　
保
夫

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

委
　  

員
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

議
　  

長
　
大
松
喜
次
郎自治会連合会防災訓練

　消火器の使い方を教わりながら
　訓練をする子どもたち


